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15
徴
出
第
四

イ
有
名
日
、
夫
渾
元
剖
判
、
万
有
参
分
。
有
既
有
　
、
不
得
不
無
。
無
自
不
無
、
必
因
於
有
。
所
以
高
下
相
傾
、
有
無
相
生
。
此
乃
自
然

之
数

、
数
極
於
是
。
以
此
而
観
、
化
母
所
育
、
理
無
幽
顕
、
恢
憶
橘
怪
、
無
非
有
也
。
有
化
而
無
、
無
非
無
也
。
然
則
有
無
之
境
、
理
無

不
統

。
経
云
、
有
無
二
法
、
摂

一
切
法
。
又
称
三
無
為
者
、
虚
空
、
数
縁
尽
、
非
数
縁
尽
。
数
縁
尽
者
、
即
浬
樂
世
。

〔訓

読
〕

出
つ
る
こ
と
を
徴
す

有
名
曰
わ
く
、
夫
れ
渾
元
剖
判
し
て
万
有
参
分
す
。
有
の
既
に
有
な
れ
ば
、
無
な
ら
ざ
る
こ
と
を
得
ず
。
無
は
自
ら
無
な
ら
ず
、
必
ず

有
に
因
れ
ば
な
り
。
所
以
に
高
下
は
相

い
傾
け
、
有
無
は
相

い
生
ず
。
此
れ
乃
ち
自
然
の
数
に
し
て
、
数
は
是
に
極
ま
る
。
此
れ
を
以
て

う

か
い

き

け
つ
か

い

し
て
而
し
て
観
れ
ば
、
化
母
の
育
む
所
は
、
理
と
し
て
幽
顕
無
く
、
恢
憺
と
橘
怪
と
、
有
に
非
ざ
る
も

の
無
し
。
有
の
化
し
て
而
し
て
無



2浬葉の考察(2)

な
れ
ば
、
無
に
非
ざ
る
も

の
無
き
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
有
無
の
境
は
、
理
と
し
て
統
べ
ざ
る
も
の
無
し
。
経
に
云
わ
く
、
有
無

の
二
法
は

一
切
法
を
摂
す
、
と
。
又
た
三
無
為
と
称
す
る
者
は
、
虚
空
と
数
縁
尽
と
非
数
縁
尽
と
な
り
。
数
縁
尽
な
る
者
は
即
ち
浬
桑
な
り
。

〔和

訳
〕

超
出
の
確
認

有
名
が
い
う
、
そ
も
そ
も

一
気
が
分
化
す
る
と
万
有
が
分
立
す
る
。
有
が
す
で
に
有
で
あ
る
か
ら
に
は
、
無
が
無
で
な
い
こ
と
は
あ
り

え
な

い
。
無
は
そ
れ
自
体
で
無
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
必
ず
有
を
待

っ
て
無
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
山口同
低

は
相
互
に
限
定
し
、

有
無

は
相

い
待

っ
て
生
じ
る
。
こ
れ
こ
そ
自
然
の
摂
理
で
あ

っ
て
、
そ
の
摂
理
は
こ
れ
を
出
な
い
。
こ
う

い
う
視
点
か
ら
観
察
す
れ
ば
、

化
母

の
生
む
も
の
は
、
道
理
と
し
て
、
見
え
に
く
い
も
の
見
や
す
い
も

の
に
か
か
わ
り
な
く
、
け
た
は
ず
れ
の
も
の
と
奇
怪
を
き
わ
め
た

も
の
の
よ
う
に
対
立
す
る
も
の
は
、
有
で
な
い
も
の
は
な
い
。
そ
の
有
が
う

つ
ろ
っ
て
無
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
無

で
な
い
も
の
も
な

い
の
で
あ
る
。

だ
と
す
る
な
ら
ば
、
有
無

の
境
域
は
、
道
理
と
し
て
す
べ
お
さ
め
な
い
も

の
は
な
い
の
で
あ
る
。
経
典
に
い
う
、
有
無
の
二
法
は

一
切

ち
や
く
め
つ

法
を
収
め
る
、
と
。
ま
た
三
無
為
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
虚
空
と

択

滅
と
非
択
滅
と
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
択
滅
無
為
は
浬
葉

の
こ
と

で
あ

る
。

ロ

而
論
云
、
有
無
之
表
、
別
有
妙
道
、
妙
於
有
無
、
謂
之
浬
葉
。
請
藪
妙
道
之
本
。
果
若
有
也
、
錐
妙
非
無
、
即
入
有
境
。
果
若
無
也
、

無
即
無
差
。
無
而
無
差
、
即
入
無
境
。
総
而
括
之
、
即
而
究
之
、
無
有
異
有
而
非
無
、
無
有
異
無
而
非
有
者
明
　
。
而

日
有
無
之
外
、
別

有
妙
道
、
非
有
非
無
、
謂
之
浬
葉
。
吾
聞
其
語
、
未
即
於
心
也
。

〔訓

読
〕

し
ら

而
も
論
に
云
わ
く
、
有
無
の
表
に
、
別
に
妙
道
の
有
無
よ
り
も
妙
な
る
有
り
、
之
を
浬
葉
と
謂
う
、
と
。
請
う
妙
道

の
本
を
鞍
べ
ん
。



果
た
し
て
若
し
有
な
ら
ば
、
妙
な
り
と
難
も
無
に
非
ず
。
妙
な
り
と
錐
も
無
に
非
ざ
れ
ば
、
即
ち
有
の
境
に
入
る
。
果
た
し
て
若
し
無
な

ら
ば
、
無
な
る
こ
と
は
即
ち
差
う
無
し
。
無
に
し
て
而
も
差
う
こ
と
無
く
ん
ば
、
即
ち
無
の
境
に
入
る
。
総
じ
て
而
し

て
之
を
括
り
、
即

し
て
而
し
て
之
を
究
む
れ
ば
、
有
に
異
な
り
て
而
も
無
に
非
ざ
る
も
の
有
る
こ
と
無
く
、
無
に
異
な
り
て
而
も
有
に
非
ざ
る
も
の
有
る
こ

と
無
き
者
は
明
ら
か
な
り
。
而
も
有
無
の
外
に
、
別
に
妙
道

の
有
に
非
ず
無
に
非
ざ
る
有
り
、
之
を
浬
葉
と
謂
う
と
日
う
。
吾
れ
其
の
語

を
聞

く
も
、
未
だ
心
に
即
せ
ざ
る
な
り
。

〔和

訳
〕

し
か
も
論
に
い
う
、
有
無
の
外
に
、
別
に
有
無
よ
り
も
玄
妙
な
妙
道
が
あ
り
、
こ
れ
を
浬
葉
と

い
う
の
で
あ
る
と
。

ひ
と

つ
妙
道
の
本

源
を
た
し
か
め
て
み
よ
う
。
は
た
し
て
も
し
有
で
あ
る
な
ら
ば
、
玄
妙
で
あ

っ
て
も
無
で
は
な
い
。
玄
妙
で
あ

っ
て
も
無
で
は
な
い
な
ら

ば
、
と
り
も
な
お
さ
ず
有
の
境
域
に
入
る
。
は
た
し
て
も
し
無
で
あ
る
な
ら
ば
、
無
で
あ
る
こ
と
に
ま
ち
が
い
な

い
。
無
で
あ

っ
て
し
か

も
無

で
あ
る
こ
と
に
ま
ち
が
い
な

い
な
ら
ば
、
と
り
も
な
お
さ
ず
無
の
境
域
に
入
る
。
総
じ
て
こ
れ
を
ま
と
め
、
即
し
て
こ
れ
を
き
わ
め

る
な
ら
ば
、
有
と
異
な

っ
て
し
か
も
無
で
は
な
い
も
の
は
な
く
、
無
と
異
な

っ
て
し
か
も
有
で
は
な
い
も
の
は
な

い
と

い
う
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
し
か
る
に
有
無
の
外
に
、
別
に
有
で
も
な
く
無
で
も
な
い
妙
道
が
あ
り
、
こ
れ
を
浬
葉
と

い
う
の
で
あ
る
と

い
う
。
私
は
そ

の
言
葉
を
聞

い
て
い
る
け
れ
ど
も

い
ま
だ
肪
に
落
ち
な
い
の
で
あ
る
。

浬葉の考察(2)

 

3

16
超
境
第
五

イ
無
名
日
、
有
無
之
数
、
誠
以
法
無
不
該
、
理
無
不
統
。
然
其
所
統
、
俗
諦
而
已
。
経
日
、
眞
諦
何
耶
浬
桑
道
是
。
俗
諦
何
耶
。
有
無
法

是
。
何
則
、
有
者
有
於
無
、
無
者
無
於
有
。
有
無
所
以
称
有
、
無
有
所
以
称
無
。

〔訓

読
〕

境
を
超
ゆ



4浬葉の考察(2)

お
も

無
名
曰
わ
く
、
有
無
の
数
は
、
誠
に
以
ん
み
る
に
法
と
し
て
該
ね
ざ
る
は
無
く
、
理
と
し
て
統

べ
ざ
る
は
無
し
。
然

れ
ど
も
其
の
統
ぶ

る
所
は
、
俗
諦
な
る
の
み
。
経
に
曰
わ
く
、
眞
諦
と
は
何
ぞ
や
。
浬
葉
の
道
是
れ
な
り
。
俗
諦
と
は
何
ぞ
や
。
有
無

の
法
是
れ
な
り
、
と
。

何
と
な
れ
ば
則
ち
、
有
な
る
者
は
無
に
有
に
し
て
、
無
な
る
者
は
有
に
無
な
れ
ば
な
り
。
無
に
有
な
り
、
所
以
に
有
と
称
し
、
有
に
無
な

り
、
所
以
に
無
と
称
す
。

〔和

訳
〕

境
界
の
超
出

無
名
が
い
う
、
ま
こ
と
に
有
無

の
範
疇
は
理
法
と
し
て
か
ね
お
さ
め
な
い
も
の
は
な
く
、
道
理
と
し
て
す
べ
お
さ
め
な

い
も
の
は
な

い

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
す
べ
る
も
の
は
俗
諦
の
み
で
あ
る
。
だ
か
ら
経
典
に
い
う
、
眞
諦
と
は
何
で
あ
る
か
。
浬
葉
の
道
の
こ
と

で
あ

る
。
俗
諦
と
は
何
で
あ
る
か
。
有
無

の
法

の
こ
と
で
あ
る
、
と
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
有
と
い
う
も

の
は
無
を
待

っ
て
は
じ
め
て
有

な
の
で
あ
ゆ
、
無
と
い
う
も
の
は
有
を
待

っ
て
は
じ
め
て
無
な
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
無

に
対
し
て
有
で
あ
る
か
ら
有
と
呼
ぶ
の
で
あ

り
、
有
に
対
し
て
無
で
あ
る
か
ら
無
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

ロ
然
則
有
生
於
無
、
無
生
於
有
。
離
有
無
無
、
離
無
無
有
。
有
無
相
生
、
其
猶
高
下
相
傾
。
有
高
必
有
下
、
有
下
必
有
高
　
。
然
則
有
無

難
殊
、
倶
未
免
於
有
也
。
此
乃
言
象
之
所
以
形
、
是
非
之
所
以
生
。
山豆
是
以
統
夫
幽
極
、
擬
夫
神
道
者
乎
。

〔訓

読
〕

然
ら
ば
則
ち
有
は
無
よ
り
生
じ
、
無
は
有
よ
り
生
ず
。
有
を
離
れ
て
無
無
く
、
無
を
離
れ
て
有
無
し
。
有
無
は
相

い
生
ず
る
こ
と
其
れ

猶
お
高
下
の
相
い
傾
く
る
が
ご
と
し
。
高
有
ら
ば
必
ず
下
有
り
、
下
有
ら
ば
必
ず
高
有
る
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
有
無
は
殊
な
る
と
難
も
、

あ
ら

倶
に
未
だ
有
な
る
こ
と
を
免
れ
ず
。
此
れ
乃
ち
言
象
の
形
わ
る
る
所
以
に
し
て
、
是
非

の
生
ず
る
所
以
な
り
。
山豆
に
是
れ
以
て
夫
の
幽
極

は
か

を
統

べ
、
夫

の
神
道
を
擬
る
者
な
ら
ん
や
。



〔和

訳
〕

だ
と
す
る
な
ら
ば
、
有
は
無
を
待

っ
て
生
じ
、
無
は
有
を
待

っ
て
生
じ
る
。
有
を
は
な
れ
て
無
は
な
く
、
無
を
は
な
れ
て
有
は
な
い
。

有
と
無
と
が
相
い
待

っ
て
生
じ
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
高
低
が
相
互
に
限
定
し
合
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
高
い
も
の
が
あ
れ
ば
必
ず
低

い
も

の
が
あ
り
、
低
い
も
の
が
あ
れ
ば
必
ず
高

い
も

の
が
あ
る
。
と
す
る
と
有
と
無
と
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
と
も
に
い
ま
だ
有

で
あ
る
こ
と

を
免
れ
な
い
。
こ
れ
こ
そ
言
語
表
現
が
起
こ
る
ゆ
え
ん
で
あ
り
、
是
非
分
別
が
生
じ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
ど
う
し
て
そ
れ
に
よ

っ
て
あ
の

幽
玄

の
極
致
を
す
べ
お
さ
め
、
あ
の
神
秘
的
作
用
を
お
し
は
か
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

○
神
道

聖
心
の
は
た
ら
き
。
本
論
12
段
参
照
。

浬業 の考察(2)

 

5

ハ
是
以
論
称
出
有
無
者
。
良
以
有
無
之
数
、
止
乎
六
境
之
内
。
六
境
之
内
、
非
浬
葉
之
宅
、
故
借
出
以
秩
之
。
庶
悌
道
之
流
、
髪
髭
幽
途
、

託
情
絶
域
、
得
意
忘
言
、
体
其
非
有
非
無
。
山豆
日
有
無
之
外
、
別
有

一
有
而
可
称
哉
。

〔訓

読
〕

是
を
以
て
論
に
有
無
を
出
つ
と
称
せ
る
者
な
り
。
良
に
有
無
の
数
は
六
境
の
内
に
止
ま
り
、
六
境
の
内
は
浬
葉
の
宅
な
る
に
は
非
ざ
る

は
ら

お
も

を
以

て
、
故
に
出
つ
る
を
借
り
て
以
て
之
を
核
え
り
。
庶
く
は
道
を
稀
う
流
は
、
幽
途
を
髪
髭
し
、
情
を
絶
域
に
託
し

て
、
得
意
忘
言
、

其
の
有
に
非
ず
無
に
非
ざ
る
を
体
せ
ん
こ
と
を
。
山豆
に
有
無
の
外
に
、
別
に

一
有
に
し
て
而
も
称
す
可
き
も
の
有
り
と

日
わ
ん
や
。

〔和

訳
〕

こ
う
い
う
次
第
で
あ
る
か
ら
、
論
に
有
無
を
出
て
い
る
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
有
無
の
範
疇
は
六
境
の
内

に
と
ど
ま
り
、
六

境
の
内
は
浬
葉
の
居
所
で
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
故
に

"出
て
い
る
"
の
語
を
借
り
て
そ
れ
を
除
去
し
た
の
で
あ
る
。

願
わ
く
ば
道
を
思
慕
す
る
人
々
は
、
幽
途
を
ほ
う
ふ
つ
し
、
心
を
絶
域
に
よ
せ
て
、
得
意
忘
言
、
そ
の
有
で
も
な
く
無
で
も
な
い
こ
と

を
体
得
せ
よ
。
し
か
し
有
無
の
外
に
、
別
に

一
つ
の
有
と
称
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。



6浬桑の考 察(2)

○
絶
域

絶
視
聴
之
域

(本
論
第
2
段
)
。

一一経

日
三
無
為
者
、
蓋
是
華
生
紛
続
、
生
乎
篤
患
。
篤
患
之
尤
、
莫
先
於
有
。
絶
有
之
称
、
莫
先
於
無
。
故
借
無
以
明
其
非
有
。
明
其
非

有
、
非
謂
無
也
。

〔訓

読
〕

経

に
三
無
為
を
日
う
者
は
、
蓋
し
是
れ
華
生
の
紛
続
は
篤
患
よ
り
生
ず
。
篤
患
の
尤
な
る
も
の
は
、
有
に
先
ん
ず
る
は
莫
し
。
有
を
絶

つ
の
称
は
、
無
に
先
ん
ず
る
は
莫
し
。
故
に
無
を
借
り
て
以
て
其
の
有
に
非
ざ
る
こ
と
を
明
ら
む
。
其
の
有

に
非
ざ
る
こ
と
を
明
ら
む
る

は
、
無
な
り
と
謂
う
に
は
非
ず
。

〔和

訳
〕

経
典
に
三
無
為
を
い
う
の
は
、
け
だ
し
衆
生
の
混
乱
は
重
い
病

い
か
ら
生
じ
る
が
、
重

い
病
い
の
最
た
る
も
の
は
有

の
先
に
出
る
も
の

は
な

い
。
有
を
絶
つ
言
葉
は
無
の
先
に
出
る
も
の
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
無
の
字
を
借
り
て
万
物
が
有
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
万
物
が
有
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
万
物
が
無
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

○
借
無
以
明
其
非
有
、
明
其
非
有
、
非
謂
無
也

不
眞
空
論
第
二
の
主
題
。
と
く
に
そ
の
12
段
の
解
説
参
照
。

17
捜
玄
第
六

有
名
日
、
論
自
云
、
浬
樂
既
不
出
有
無
、

求
之
無
所
、
便
応
都
無
。
然
復
不
無
其
道
。

在
。
必
有
異
旨
、
可
得
聞
乎
。

〔訓

読
〕

又
不
在
有
無
。
不
在
有
無
、
則
不
可
於
有
無
得
之
　
。
不
出
有
無
、
則
不
可
離
有
無
求
之
　
。

其
道
不
無
、
則
幽
途
可
尋
。
所
以
千
聖
同
轍
、
未
嘗
虚
返
者
也
。
其
道
既
存
、
而
日
不
出
不



浬桑 の考察(2)

 

7

玄
な
る
も
の
を
捜
す

有
名
曰
わ
く
、
論
自
ら
云
わ
く
、
浬
葉
は
既
に
有
無
を
出
で
ず
、
又
た
有
無
に
在
ら
ず
、
と
。
有
無
に
在
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
有
無

に
於

う

べ

い
て
之
を
得
可
か
ら
ず
。
有
無
を
出
で
ざ
れ
ば
、
則
ち
有
無
を
離
れ
て
之
を
求
む
可
か
ら
ず
。
之
を
求
む
る
に
所
無
け
れ
ば
、
便
ち
応

に

都
べ
て
無
か
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
復
た
其
の
道
無
か
ら
ず
。
其
の
道
無
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
幽
途
は
尋
ぬ
可
し
。
千
聖
は
轍
を
同
じ
く
し

て
、
未
だ
嘗

つ
て
虚
し
く
返
ら
ざ
る
所
以
の
者
な
り
。
其

の
道
は
既
に
存
し
て
而
も
出
で
ず
在
ら
ず
と
日
う
。
必
ら
ず
異
旨
有
ら
ん
、
得

て
聞

く
可
き
か
。

〔和

訳
〕

玄
旨
の
探
索
第
六

有
名
が
い
う
、
論
み
ず
か
ら
い
っ
て
い
る
。
浬
葉
は
有
無
の
外
に
で
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
ま
た
有
無
の
内
に
在

る
の
で
も
な

い
と
。

有
無

の
内
に
在
る
の
で
な
け
れ
ば
、
有
無
に
お
い
て
そ
れ
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
有
無
の
外
に
で
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、

有
無

を
は
な
れ
て
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
求
め
る
場
所
が
な
い
な
ら
ば
、

一
切
絶
無
だ
と

い
う
こ
と
に
な

る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
ま
た
浬
葉

の
道
は
な
い
の
で
は
な
い
。
浬
葉
の
道
は
な
い
の
で
は
な
い
か
ら
、
幽
途
は
た
ず
ね
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

千
聖
が
同
じ
よ
う
に
通

っ
て
行

っ
て
、

い
ま
だ
か

つ
て
虚
し
く
は
返

っ
て
来
な
か

っ
た
ゆ
え
ん
の
も
の
で
あ
る
。
浬
桑

の
道
は
存
在
す
る

の
に
、
し
か
も
有
無

の
外
に
出
て
い
る
の
で
は
な
い
と
も
、
そ
の
内
に
在
る
の
で
も
な
い
と
も
い
う
。
必
ず
特
別
な
趣
旨
が
あ
る
の
で
あ

ろ
う
、
聞
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

18
妙
存
第
七

イ
無
名
日
、
夫
言
由
名
起
、
名
以
相
生
、
相
因
可
相
。
無
相
無
名
、
無
名
無
説
、
無
説
無
聞
。
経
日
、
浬
葉
非
法
非
非
法
、
無
聞
無
説
、



浬葉の考察(2)8

非
心
所
知
。
吾
何
敢
言
之
、
而
子
欲
聞
之
耶
。

〔訓

読
〕

妙

に
存
す

無
名
曰
わ
く
、
夫
れ
言
は
名
に
由
り
て
起
こ
り
、
名
は
相
を
以
て
生
じ
、
相
は
相
と
す
可
き
も
の
に
由
る
。
相
無
く

ん
ば
名
無
く
、
名

無
く
ん
ば
説
く
こ
と
無
く
、
説
く
こ
と
無
く
ん
ば
聞
く
こ
と
無
し
。
経
に
曰
わ
く
、
浬
葉
は
法
に
非
ず
、
非
法
に
非
ず
、
と
。
聞
く
こ
と

無
く
、
説
く
こ
と
無
く
、
心
の
知
る
所
な
る
に
は
非
ず
。
吾
れ
何
ん
ぞ
敢
え
て
之
を
言
わ
ん
。
而
も
子
は
之
を
聞
か
ん
と
欲
す
る
や
。

〔和

訳
〕

玄
妙
な
存
立

無
名
が
い
う
、
そ
も
そ
も
言
は
名
に
よ

っ
て
起
こ
り
、
名
は
相
を
待

っ
て
生
じ
、
相
は
相
と
す
る
こ
と
の
で
き
る
も

の
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
る
。
相
が
な
け
れ
ば
名
は
な
く
、
名
が
な
け
れ
ば
説
く
こ
と
は
な
く
、
説
く
こ
と
が
な
け
れ
ば
聞
く
こ
と
は
な
い
。
経
典
に

い
う
、
浬
葉
は
法
で
も
な
く
非
法

で
も
な
い
と
。
そ
れ
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
も
な
く
、
説
く
こ
と
も
な
く
、
心
の
知
る
対
象
で
は
な
い
。

私
は
ど
う
し
て
そ
れ
に
つ
い
て
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
し
か
る
に
貴
方
は
そ
れ
に
つ
い
て
聞
こ
う
と
す
る
の
か
。

ロ
錐
然
、
善
吉
有
言
、
衆
人
若
能
以
無
心
而
受
、
無
聴
而
聴
者
、
吾
当
以
無
言
言
之
。
庶
述
其
言
、
亦
可
以
言
。

〔訓

読
〕

然
り
と
難
も
善
吉
に
言
う
有
り
、
衆
人
若
し
能
く
無
心
を
以
て
し
て
而
し
て
受
け
、
無
聴
に
し
て
而
も
聴
く
者
な
ら
ば
、
吾
れ
は
当
に

無
言
を
以
て
之
を
言
う

べ
し
、
と
。
庶
く
ば
其
の
言
を
述
べ
ん
、
亦
た
以
て
言
う
可
け
れ
ば
な
り
。

〔和

訳
〕

そ
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
須
菩
提
が
い
っ
て
い
る
、
人
々
が
も
し
鉦
幣心
で
受
け
と
め
、
無
聞
で
聞
く
な
ら
ば
、
私

は
無
言
で
そ
れ
に



つ
い
て
語
ら
ね
ば
な
ら
な

い
、
と
。
願
わ
く
ば
そ
の
言
葉
を
伝
え
た
い
、
や
は
り
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
。

浬樂 の考察(2)

ハ
浄
名
日
、
不
離
煩
悩
而
得
浬
葉
。
天
女
日
、
不
出
魔
界
而
入
仏
界
。
然
則
玄
道
在
於
妙
悟
、
妙
悟
在
於
即
眞
。
即
眞
則
有
無
斉
観
。
斉

観
則
彼
己
莫
二
。
所
以
天
地
与
我
同
根
、
万
物
与
我

一
体
。
同
我
則
非
復
有
無
、
異
我
則
乖
於
会
通
。
所
以
不
出
不
在
而
道
乎
其
間
　
。

〔訓

読
〕

浄
名
曰
わ
く
、
煩
悩
を
離
れ
ず
し
て
而
も
浬
葉
を
得
、
と
。
天
女
曰
わ
く
、
魔
界
を
出
で
ず
し
て
而
も
仏
界
に
入
る
、
と
。
然
ら
ば
則

ち
玄
道
は
妙
悟

に
在
り
、
妙
悟
は
即
眞
に
在
り
。
即
眞
な
れ
ば
則
ち
有
無
は
斉
観
せ
ら
る
。
斉
観
せ
ら
る
れ
ば
則
ち
彼
己
は
二
莫
し
。
所

以
に
天
地
は
我
と
同
根

に
し
て
、
万
物
は
我
と

一
体
な
り
。
我
に
同
じ
け
れ
ば
則
ち
復
た
有
無
な
る
に
は
非
ず
、
我
に
異
な
れ
ば
則
ち
会

通
に
乖
く
。
所
以
に
出
で
ず
在
ら
ず
し
て
而
し
て
道
は
其
の
間
に
存
す
。

〔和

訳
〕

維
摩
は
い
う
、
煩
悩
を
離
却
し
な
い
で
浬
樂
を
得
る
、
と
。
天
女
は

い
う
、
魔
界
か
ら
出
な
い
で
仏
界
に
入
る
、
と
。

だ
と
す
る
な
ら
ば
、
玄
道
は
妙
悟
に
か
か

っ
て
お
り
、
妙
悟
は
即
眞
に
か
か

っ
て
い
る
。
即
眞
で
あ
る
か
ら
有
無
は
等
し
い
と
見
ら
れ
、

等
し

い
と
見
ら
れ
る
か
ら
彼

(万
物
)
と
己

(聖
心
)
と
は
二
で
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
天
地
は
我
と
同
根
で
あ
り
、
万
物
は
我
と

一
体

で
あ

る
。
し
か
し
我
と
同
体
で
あ
る
と
き
に
は
有
無

の
手
が
か
り
を
な
く
し
、
我
と
別
体
で
あ
る
と
き
に
は
和
合
し

て
貫
通
す
る
本
義
に

そ
む
く
。
し
た
が
っ
て
、
有
無
の
外
に
出
て
い
る
の
で
も
な
く
、
有
無
の
内
に
在
る
の
で
も
な
く
、
浬
葉
の
道
は
そ

の
中
間
に
存
立
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

○
玄
道

菩
提
浬
葉
の
こ
と
。

○
即
眞

即
偽
即
眞

(不
眞
空
論
9
段
)
に
同
じ
。

○
会
通

聖
心
虚
微
、
妙
絶
常
境
、
感
無
不
応
、
会

無
普
通

(劉
遺
民
書
問
附

∴
答
劉
遺
民
書
23
ハ
)

9



10浬葉の考察(2)

即
偽
即
眞
と
い
う
考
え
は
肇
論
の
基
調
を
な
す
。
万
物
は
聖
心

(
一
気
)
の
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
虚
偽

の
存
在
で
あ
る
。
し
か

し
聖
心
の
変
化
で
あ
る
か
ぎ
り
眞
実

の
現
わ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う

に
眞
実

の
現
わ
れ
と
し
て
見
る
と
き
、
万
物
は
個
別
性
を

没
し
て
、
皆
な
等
し
く
な
る
。
す
な
わ
ち
斉
観
さ
れ
る
。
有
無
も
ま
た
斉
観
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

不
眞
空
論
第

ニ
ー3
段
に

「有
無
称
異
、
其
致

一
也

(有
と
無
と
は
呼
び
名
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
極
致
は
一
つ
な
の
で
あ
る
)」
と

い
わ

れ
て

い
た
。
こ
の
よ
う
に
有
無
斉
観
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
「有
無
は
殊
な
る
と
錐
も
、
倶
に
未
だ
有
な
る
こ
と
を
免
れ
ず
」
(本
論
16
ロ
段
)
。

し
た
が

っ
て
俗
諦
に
属
す
る
。
「眞
諦
と
は
何
ぞ
や
。
浬
葉

の
道
是
れ
な
り
。
俗
諦
と
は
何
ぞ
や
。
有
無

の
法
是
れ
な
り
」
(本
論
16
イ

段
)
で
、
眞
諦
と
俗
諦
と
が
分
裂
し
た
ま
ま
妙
悟
は
成
り
立
た
な

い
。
し
か
し
有
無
は
斉
観
さ
れ
た
。
「だ
か
ら
経
典

に
い
う
、
眞
諦
と

俗
諦
と
は
ち
が
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
答
え
て
い
う
、
ち
が
い
は
な
い
、
と
」
(不
眞
空
論
12
段
)。

そ

の
と
き
万
物
と
我

(聖
心
)
と
は
別
で
は
な
い
。
し
か
し
同
体

で
あ
る
と
き
に
は
有
無
の
手
が
か
り
を
失
い
、
別
体
で
あ
る
と
き
に

は
会
通
す
る
聖
心
の
本
義
を
傷
う
。
そ
こ
で
浬
葉
の
道
は
、
万
物

の
内
に
も
外
に
も
在
る
の
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

二
何
則
、
夫
至
人
虚
心
冥
照
、
理
無
不
統
。
懐
六
合
於
胸
中
而
霊
竪
有
余
。
鏡
万
有
於
方
寸
而
其
神
常
虚
。
至
能
抜
玄
根
於
未
始
、
即
翠

動
以
静
心
。
悟
淡
淵
黙
、
妙
契
自
然
。
所
以
処
有
不
有
、
居
無
不
無
。
居
無
不
無
、
故
不
無
於
無
。
処
有
不
有
、
故
不
有
於
有
。
故
能
不

出
有
無
而
不
在
有
無
者
也
。

〔訓

読
〕

何
と
な
れ
ば
則
ち
、
至
人
は
虚
心
に
し
て
冥
照
し
、
理
と
し
て
統
べ
ざ
る
は
無
し
。
六
合
を
胸
中
に
懐
き
て
而
し
て
霊
竪
に
余
り
有
り
。

う
つ

万
有

を
方
寸
に
鏡
し
て
而
し
て
其
の
神
は
常
に
虚
し
。
能
く
玄
根
を
未
始
に
抜
き
、
華
動
に
即
し
て
以
て
心
を
静
め
、
悟
淡
淵
黙
に
し
て

妙
に
自
然
に
契
う
に
至
る
。
所
以
に
有
に
処
り
て
有
な
ら
ず
、
無
に
居
り
て
無
な
ら
ず
。
無
に
居
り
て
無
な
ら
ず
、
故

に
無
に
無
と
せ
ら

れ
ず
。
有
に
処
り
て
有
な
ら
ず
、
故
に
有
に
有
と
せ
ら
れ
ず
。
故
に
能
く
有
無
を
出
で
ず
し
て
而
も
有
無
に
在
ら
ざ
る
者
な
り
。



〔和

訳
〕

な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
至
人
は
虚
心
で
人
知
れ
ず
照
鑑
し
、
道
理
と
し
て
す
べ
お
さ
め
な
い
も
の
は
な
い
。
宇
宙

を
胸
中
に
包
ん
で

い
な
が
ら
霊
鑑
に
は
余
り
が
あ
り
、
万
有
を
方
寸
に
映
し
て
い
な
が
ら
精
神
は
常
に
虚
し
い
。
そ
こ
で
玄
道
の
根
を
無
始
時
に
抜
き
あ
げ
、

群
動

に
即
し
な
が
ら
心
静
か
で
あ
り
、
悟
淡
淵
黙
で
玄
妙
に
自
然
に
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
有
に
処
し
て
も
有
で
は

な
く
、
無
に
居
て
も
無
で
は
な
い
。
無
に
居
て
も
無
で
は
な
い
、
故
に
無
に
無
と
さ
れ
な
い
。
有
に
処
し
て
も
有
で
は
な
い
、
故
に
有
に

有
と

さ
れ
な

い
。
故
に
有
無
の
外
に
出
て
い
る
の
で
も
な
く
、
有
無
の
内
に
在
る
の
で
も
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
。

11 浬葉の考察(2)

ホ
然
則
法
無
有
無
之
相
、
聖
無
有
無
之
知
。
聖
無
有
無
之
知
、
則
無
心
於
内
。
法
無
有
無
之
相
、
則
無
数
於
外
。
於
外
無
数
、
於
内
無
心
、

彼
此
寂
滅
、
物
我
冥

一
、
伯
爾
無
朕
、
乃
日
浬
桑
。
浬
葉
若
此
、
図
度
絶
　
。
山豆
容
可
責
之
於
有
無
之
内
、
又
可
徴
之
有
無
之
外
耶
。

〔訓

読
〕

然

ら
ば
則
ち
法
に
は
有
無
の
相
無
く
、
聖
に
は
有
無
の
知
無
し
。
聖
に
は
有
無
の
知
無
け
れ
ば
、
則
ち
内
に
無
心
な
り
。
法
に
は
有
無

の
相
無
な
け
れ
ば
、
則
ち
外
に
無
数
な
り
。
外
に
於
い
て
無
数
に
し
て
、
内
に
於

い
て
無
心
な
れ
ば
、
彼
此
は
寂
滅
し
、
物
我
は
冥

一
し
、

も
と

伯
爾

と
し
て
無
朕
な
る
、
乃
ち
浬
葉
と
日
う
。
浬
葉
は
此
く
の
若
し
、
図
度
は
絶
え
た
り
。
山豆
に
之
を
有
無
の
内
に
責
む
可
く
、
又
た
之

も
と

を
有
無

の
外
に
徴
む
可
き
こ
と
を
容
れ
ん
や
。

〔和

訳
〕

だ
と
す
る
な
ら
ば
、
万
法
に
は
有
無
の
相
が
な
く
、
聖
人
に
は
有
無

の
分
別
が
な
い
。
聖
人
に
は
有
無
の
分
別
が
な

い
か
ら
、
内
に
お

い
て
無
心

で
あ
る
。
万
法
に
は
有
無
の
相
が
な
い
か
ら
、
外
に
お
い
て
無
相
で
あ
る
。
外
に
お
い
て
無
相
で
あ
り
、
内

に
お
い
て
無
心
で

あ
る
か
ら
、
彼
此
の
別
は
寂
滅
し
、
万
物
と
我
と
は
ぴ
た
り

一
如
と
な
り
、
ひ

っ
そ
り
と
し
て
き
ざ
す
も
の
と
て
な

い
、
そ
こ
を
こ
そ
浬

葉
と

い
う
の
で
あ
る
。



12浬桑 の考察(2)

浬

葉

と

は

こ

の

よ
う

な

も

の

で
あ

っ
て
、

推

し

量

り

よ
う

の
な

い
も

の
な

の

で
あ

る
。

た
有

無

の
外

に
求

め
た

り

す

る

こ
と

が

で
き

る

で
あ

ろ
う

か

。

ど
う
し
て
そ
れ
を
有
無

の
内

に
求
め
た
り
、
ま

19
難
差
第
入

有
名
日
、
浬
葉
既
絶
図
度
之
域
、
則
超
六
境
之
外
。
不
出
不
在
而
玄
道
独
存
、
斯
則
窮
理
尽
性
、
究
寛
之
道
、
妙

一
無
差
、
理
其
然
　
。

而
放
光
云
、
三
乗
之
道
、
皆
因
無
為
而
有
差
別
。
仏
言
、
我
昔
為
菩
薩
時
、
名
日
儒
童
。
於
然
燈
仏
所
、
巳
入
浬
葉
。
儒
童
菩
薩
、
時
於

七
住

、
初
獲
無
生
忍
、
進
修
三
位
。
若
浬
葉

一
也
、
則
不
応
有
三
。
如
其
有
三
、
則
非
究
寛
。
究
寛
之
道
而
有
升
降
之
殊
。
衆
経
異
説
、

何
以
取
中
耶
。

〔訓

読
〕

差
を
難
ず

有
名
曰
わ
く
、
浬
桀
は
既
に
図
度
の
域
と
絶
て
ば
、
則
ち
六
境
の
外
に
超
ゆ
。
出
で
ず
在
ら
ず
し
て
而
し
て
玄
道

は
独
存
す
。
斯
れ
則

ち
理
を
窮
め
性
を
尽
く
す
、
究
寛
の
道
な
れ
ば
、
妙
に

一
に
し
て
差
う
無
き
こ
と
、
理
と
し
て
其
れ
然
ら
ん
。
而
も
放
光
に
云
わ
く
、
三

た

乗

の
道
は
皆
な
無
為
に
因
り
て
而
も
差
別
有
り
、
と
。
仏
言
わ
く
、
我
は
昔
し
菩
薩
為
り
し
時
、
名
づ
け
て
儒
童
と

曰
え
り
。
然
燈
仏
所

に
於

い
て
已
に
浬
葉
に
入
り
た
り
、
と
。
儒
童
菩
薩
は
時
に
七
住
に
於
い
て
初
め
て
無
生
忍
を
獲
て
、
進
み
て
三
位
を
修
し
た
り
。
若
し

も

浬
葉

は

一
な
ら
ば
、
則
ち
応
に
三
有
る
べ
か
ら
ず
。
如
し
其
れ
三
有
ら
ば
則
ち
究
寛
な
る
に
は
非
ず
。
究
寛
の
道
に
し

て
而
も
升
降
の
殊

な
り
有
り
。
衆
経
の
異
説
は
、
何
を
以
て
中
を
取
る
や
。

〔和

訳
〕

差
等
の
論
難

有
名
が
い
う
、
浬
葉
が
す
で
に
推
量
で
き
る
領
域
と
隔
絶
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
六
境
の
外
に
超
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
有
無



の
外

に
出
て
い
る
の
で
も
な
く
、
有
無

の
内
に
在
る
の
で
も
な
く
、
玄
道
は
独
存
す
る
と
い
う
。
こ
れ
は
理
を
窮
め
性
を
尽
く
し
た
究
極

の
道

で
あ
る
か
ら
、
玄
妙
に
単

一
で
あ
っ
て
等
差
の
な
い
こ
と
は
道
理
と
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
。

と

こ
ろ
が
放
光
経
に
い
う
、
三
乗

の
道
は
皆
な
無
為
に
よ
り
な
が
ら
し
か
も
区
別
が
あ
る
、
と
。
仏
は
い
う
、
私
が
む
か
し
菩
薩
だ

っ

た
と
き
、
儒
童
と
い
う
名
で
あ

っ
た
が
、
然
燈
仏

の
と
こ
ろ
で
す
で
に
浬
葉
に
入

っ
た
、
と
。
し
か
る
に
儒
童
菩
薩
は
そ
の
時
七
地
に
お

い
て
初
め
て
無
生
忍
を
得
て
、
進
ん
で
三
地
を
修
習
し
た
の
で
あ
る
。
も
し
浬
葉
が
単

一
で
あ
る
な
ら
ば
、
三
乗
が
あ

る
は
ず
が
な
い
。

も
し
も
三
段
階
が
あ
る
な
ら
ば
究
極
で
は
な
い
。
究
極
の
道
で
あ
り
な
が
ら
高
低
の
差
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
諸
経
の
異
説
は
ど
の
よ
う

に
し
て
中
庸
を
取
る
の
か
。

○
窮
理
尽
性

恵
達
肇
論
疏
上
に

「窮
理
尽
性
な
る
者
は
、
万
物

の
理
を
窮
め
、
心
の
神
性
を
尽
く
す
な
り
」

(卍
続
蔵

一
五
〇
)

と

い
う
。
六
朝
仏
教
界
の
合
言
葉
で
あ

っ
た
。
「
の
ち
に
宋
学
の
旗
織
と
な

っ
た
窮
理
尽
性
の
言
葉
が
す
で
に
北
朝

の
仏
徒
に
よ
っ

て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。」
(森
三
樹
三
郎

『六
朝
士
大
夫

の
精
神
』
二
一二
五
頁
)

浬葉の考 察(2)13

20
辮
差
第
九

イ
無
名
日
、
然
、
究
寛
之
道
、
理
無
差
也
。
法
華
経
云
、
第

一
大
道
無
有
両
正
。
吾
以
方
便
、
為
怠
慢
者
、
於

一
乗
道

、
分
別
説
三
。
三

車
出
火
宅
、
即
其
事
也
。
以
倶
出
生
死
、
同
称
無
為
。
所
乗
不

一
、
故
有
三
名
、
統
其
会
帰
、

一
而
已
　
。

〔訓

読
〕

差
を
辮
ず

無
名
曰
わ
く
、
然
り
、
究
寛

の
道
は
理
と
し
て
差
う
こ
と
無
し
。
法
華
経
に
云
わ
く
、
第

一
大
道
に
は
両
つ
の
正
し
き
も
の
有
る
こ
と

無
し
。
吾
は
方
便
を
以
て
、
怠
慢
な
る
者
の
為
に
、

一
乗
道
に
於

い
て
分
別
し
て
三
な
り
と
説
け
り
、
と
。
三
車
の
火
宅
を
出
つ
る
こ
と

即
ち
其
の
事
な
り
。
倶
に
生
死
を
出
つ
る
を
以
て
、
故
に
同
じ
く
無
為
と
称
す
。
乗
る
所
は

一
な
ら
ず
、
故
に
三
名
有
り
。
其
れ
を
統

べ
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て
会
帰
せ
し
む
れ
ば

一
な
る
の
み
。

〔和

訳
〕

差
等
の
弁
明

無
名
が
い
う
、
そ
の
と
お
り
、
究
極
の
道
に
は
道
理
と
し
て
等
差
は
な
い
。
法
華
経
に
い
う
、
第

一
大
道
に
は
二

つ
の
正
道
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
私
は
方
便
と
し
て
、
怠
慢
な
人
々
の
た
め
に
、

一
乗
道
に
お
い
て
三
乗
を
分
け
て
説

い
た
ま
で
で
あ

る
、
と
。
三
車
に
よ

っ
て
火
宅
を
出
た
と
い
う

の
が
そ
の
事
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
と
も
に
生
死
を
出
離
し
た
か
ら
同
じ
く
無
為
と
称
す
る
の
で
あ
る
が
、
乗
る

と
こ
ろ
の
車
が

一
種
で
は
な
い
か
ら
三
名
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
統

一
し
て
も
と
に
帰
せ
ば

一
つ
の
み
で
あ
る
。

ロ
而
難
云
、
三
乗
之
道
皆
因
無
為
而
有
差
別
。
此
以
人
三
、
三
於
無
為
、
非
無
為
有
三
也
。
故
放
光
云
、
浬
葉
有
差
別
耶
。
答
日
、
無
差

別
。
但
如
来
結
習
都
尽
、
声
聞
結
習
不
尽
耳
。
請
以
近
喩
、
以
況
遠
旨
。
如
人
斬
木
、
去
尺
無
尺
、
去
寸
無
寸
。
修
短
於
尺
寸
、
不
在
無

也
。
夫
以
肇
生
万
端
、
識
根
不

一
、
智
竪
有
浅
深
、
徳
行
有
厚
薄
。
所
以
倶
之
彼
岸
而
升
降
不
同
。
彼
岸
山豆
異
、
異
自
我
耳
。
然
則
衆
経

殊
辮
、
其
致
不
乖
。

〔訓

読
〕

而
も
難
じ
て
云
わ
く
、
三
乗
の
道
は
皆
な
無
為
に
因

っ
て
而
し
て
差
別
有
り
、
と
。
此
れ
人
の
三
な
る
を
以
て
無
為
に
三
な
る
に
し
て
、

無
為
に
三
有
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
故
に
放
光
に
云
わ
く
、
浬
桀
に
差
別
有
り
や
。
答
え
て
曰
わ
く
、
差
別
無
し
。
但
だ
如
来
は
結
習
都

べ
て
尽
き
、
声
聞
は
結
習
尽
き
ざ
る
の
み
、
と
。

請
う
近
喩
を
以
て
し
て
、
以
て
遠
旨
を
況
え
ん
。
人
の
木
を
斬
る
が
如
き
、
尺
を
去
れ
ば
尺
無
く
、
寸
を
去
れ
ば
寸
無
し
。
修
短
は
尺

寸
に
在
り
て
、
無
に
は
在
ら
ざ
る
な
り
。

ゆ

夫

れ
翠
生
は
万
端
に
し
て
識
根
は

一
な
ら
ず
、
智
堕
に
浅
深
有
り
、
徳
行
に
厚
薄
有
る
を
以
て
、
所
以
に
倶
に
彼
岸

に
之
く
も
而
も
升



降
し

て
同
じ
か
ら
ず
。
彼
岸
山豆
に
異
な
ら
ん
や
、
異
な
る
こ
と
は
我
よ
り
す
る
の
み
。
然
ら
ば
衆
経

の
殊
辮
は
其

の
致

は
乖
か
ざ
る
な
り
。

〔和

訳
〕

し
か
る
に
論
難
し
て
い
う
、
三
乗
の
道
は
皆
な
無
為
に
よ
り
な
が
ら
し
か
も
区
別
が
あ
る
、
と
。
こ
れ
は
人
に
三
種
類
あ
る
か
ら
無
為

と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
三
と
い
わ
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
無
為
に
三
種
類
あ
る
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
放
光
経
に
い
う
、
浬
葉
に
区
別
が

あ
る
か
。
答
え

て
い
う
、
区
別
は
な
い
。
た
だ
如
来
は
結
習
が
す
べ
て
尽
き
て
い
る
が
、
声
聞
は
結
習
が
尽
き
て
い
な

い
だ
け
の
こ
と
だ
、

と
。ひ

と
つ
手
近
な
例
で
深
遠
な
宗
旨
を
た
と
え
て
み
よ
う
。
人
が
木
を
切
る
場
合
、

一
尺
を
切
り
去
れ
ば

一
尺
な
く
な
り
、

一
寸
を
切
り

去
れ
ば

一
寸
な
く
な
る
。
長
短
は
尺
寸
の
問
題
で
あ

っ
て
、
無
に
は
か
か
わ
り
が
な
い
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
衆
生
は
種
々
雑
多
で
、
才
識
や
機
根
は

一
つ
で
は
な
い
。
智
慧
に
は
浅
深
が
あ
り
、
徳
行
に
は
厚
薄
が
あ

る
。
だ
か
ら

一
緒

に
彼
岸
に
行

っ
た
と
し
て
も
高
低
が
同
じ
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
彼
岸
に
ち
が
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
、
ち
が
い
は
人

か
ら
来
る
の
で
あ

る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
諸
経

の
異
な
っ
た
説
も
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
か
け
ち
が
う
も

の
で
は
な
い
。

浬桑の考察(2)15

21
責
異
第
十

有
名
日
、
倶
出
火
宅
、
則
無
患

一
也
。
同
出
生
死
、
則
無
為

一
也
。
而
云
彼
岸
無
異
、
異
自
我
耳
。
彼
岸
則
無
為
岸
也
、
我
則
体
無
為

者
也
。
請
問
我
与
無
為
、
為

一
為
異
。
若
我
即
無
為
、
無
為
亦
即
我
。
不
得
言
無
為
無
異
、
異
自
我
也
。
若
我
異
無
為
、
我
則
非
無
為
。

無
為
自
無
為
、
我
自
常
有
為
。
冥
会
之
致
、
又
滞
而
不
通
。
然
則
我
与
無
為
、

一
亦
無
三
、
異
亦
無
三
。
三
乗
之
名
、
何
由
而
生
也
。

〔訓

読
〕

異
を
責
む

と
も

有
名
曰
わ
く
、
倶
に
火
宅
を
出
つ
れ
ば
則
ち
無
患
な
る
こ
と

一
な
り
。
同
に
生
死
を
出
つ
れ
ば
則
ち
無
為
な
る
こ
と

一
な
り
。
而
も
彼
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岸
に
は
異
な
る
こ
と
無
く
、
異
な
る
こ
と
は
我
よ
り
す
る
の
み
と
云
う
。
彼
岸
は
則
ち
無
為
の
岸
な
り
、
我
は
則
ち
無
為
を
体
す
る
者
な

は

り
。
請
問
す
、
我
は
無
為
と
為
た

一
な
り
や
為
た
異
な
り
や
。
若
し
我
は
即
ち
無
為
な
ら
ば
、
無
為
も
亦
た
即
ち
我

な
り
。
無
為
に
は
異

な
る
こ
と
無
く
、
異
な
る
こ
と
は
我
よ
り
す
と
言
う
こ
と
を
得
ず
。
若
し
我
の
無
為
に
異
な
ら
ば
、
我
は
則
ち
無
為

な
る
に
は
非
ざ
ら
ん
。

無
為

は
自
ら
無
為
に
し
て
、
我
は
自
ら
常
に
有
為
な
ら
ん
。
冥
会

の
致
は
又
た
滞
り
て
而
し
て
通
ぜ
ざ
ら
ん
。
然
ら
ば
則
ち
我
は
無
為
と

一
な
る
も
亦
た
三
無
く
、
異
な
る
も
亦
た
三
無
か
ら
ん
。
三
乗

の
名
は
何
に
由
り
て
而
し
て
生
ず
る
や
。

〔和

訳
〕

一
異

の
審
問

有
名
が
い
う
、
と
も
に
火
宅
を
出
た
の
で
あ
る
か
ら
患
い
の
な
い
の
は
同

一
で
あ
る
。
と
も
に
生
死
を
出
た
の
で
あ
る
か
ら
無
為
で
あ

る

の
は
同

一
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
彼
岸
に
ち
が
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
、
ち
が
い
は
人
か
ら
来
る
の
で
あ
る
と
い
う

。
お
う
か
が
い
し

た

い
、
人
は
無
為
と

い
っ
た
い
一
つ
で
あ
る
の
か
そ
れ
と
も
異
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
。
も
し
人
が
と
り
も
な
お
さ
ず
無
為
で
あ
る
な

ら
ば
、
無
為
も
ま
た
と
り
も
な
お
さ
ず
人
で
あ
る
。
無
為
に
は
ち
が
い
は
な
い
、
ち
が
い
は
人
か
ら
来
る
の
だ
と
い
う

こ
と
は
許
さ
れ
な

い

。も
し
人
が
無
為
と
異
な
る
な
ら
ば
、
人
は
無
為
で
は
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
無
為
は
も

っ
ぱ
ら
無
為
で
あ
り
、
人
は
も

っ
ぱ
ら
常
に
有

為

で
あ
ろ
う
。
と
な
る
と
両
者
が
ぴ
た
り
と
相

い
契
う
路
は
と
ど
こ
お

っ
て
通
じ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
人
が
無
為

と

一
つ
で
あ

っ
て
も
三
乗
は
な
い
こ
と
に
な
り
、
異
な

っ
て
い
て
も
三
乗
は
な
い
こ
と
に
ろ
う
。
三
乗
の
名
は
何
に
よ

っ
て
生
じ
る
か
。

「若
我
即
無
為
、
無
為
亦
即
我
、
不
得
言
無
為
無
異
、
異
自
我
也
」
で
あ
る
か
ら

「人
が
無
為
と

一
つ
で
あ

っ
て
も

三
乗
は
な

い
こ
と

に
な
り
」
、
「冥
会
之
致
、
又
滞
而
不
通
」

つ
ま
り

「無
異
を
体
す
る
者
」
は

一
切

い
な
く
な
る
か
ら

「異
な

っ
て
い
て
も
三
乗
は
な

い
こ

と
に
な
ろ
う
」
。

つ
ま
り
い
か
な
る
乗
も
成
り
立
た
な
く
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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22
会
異
第
十

一

イ
無
名
日
、
夫
止
此
而
此
、
適
彼
而
彼
。
所
以
同
於
得
者
、
得
亦
得
之
。
同
於
失
者
、
失
亦
失
之
。
我
適
無
異
、
我
即
無
異
。
無
異
錐

一
、

何
乖
不

一
耶
。
讐
猶
三
鳥
出
網
、
同
適
無
患
之
域
、
無
患
錐
同
、
而
鳥
鳥
各
異
。
不
可
以
鳥
鳥
各
異
、
謂
無
患
亦
異
。
又
不
可
以
無
患
既

一
、
而

一
於
衆
鳥
也
。
然
則
鳥
即
無
患
、
無
患
即
鳥
。
無
患
山豆
異
、
異
自
鳥
耳
。

〔訓

読
〕

異
を
会
す

す
な
わ

ゆ

無
名
曰
わ
く
、
夫
れ
此
に
止
ま
ら
ば

而

ち
此
に
し
て
、
彼
に
適
か
ば
而
ち
彼
な
り
。
所
以
に
得
に
同
ず
る
者
は
、
得
も
亦
た
之
を
得

と
し
、
失
に
同
ず
る
者
は
、
失
も
亦
た
之
を
失
と
す
。
我
の
無
為
に
適
か
ば
、
我
は
則
ち
無
為
な
り
。
無
為
は

一
な
り
と
錐
も
、
何
ぞ

一

な
ら
ざ
る
に
乖
か
ん
。
讐
え
ば
猶
お
三
鳥
の
網
を
出
で
て
、
同
に
無
患
の
域
に
適
く
が
ご
と
し
。
無
患
な
る
こ
と
は
同

じ
な
り
と
難
も
而

も
鳥
鳥
は
各
お
の
異
な
る
。
鳥
鳥
の
各
お
の
異
な
る
を
以
て
、
無
患
な
る
こ
と
も
亦
た
異
な
る
と
謂
う
可
か
ら
ず
。
又

た
無
患
な
る
こ
と

既
に

一
な
る
を
以
て
而
ち
衆
鳥
を

一
と
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
鳥
は
即
ち
無
患
に
し
て
、
無
患
は
即
ち
鳥
な
り
。
無
患
な
る

こ
と
山豆
に
異
な
ら
ん
や
、
異
な
る
こ
と
は
鳥
よ
り
す
る
の
み
。

〔和

訳
〕

一
異

の
解
釈

無
名
が
い
う
、
そ
も
そ
も
此
に
と
ど
ま
れ
ば
此
と
な
り
、
彼
に
ゆ
け
ば
彼
と
な
る
。
だ
か
ら
得
に
同
和
す
る
も
の
は
、
得
も
や
は
り
同

和
す
る
も

の
を
受
け
容
れ
、
失
に
同
和
す
る
も
の
は
、
失
も
や
は
り
同
和
す
る
も
の
を
受
け
容
れ
る
。
人
が
無
為
に
お
も
む
け
ば
、
人
は

・

無
為

そ
の
も
の
で
あ
る
。
無
為
は

一
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
人
は

一
で
は
な
い
こ
と
に
そ
む
こ
う
か
。

た
と
え
ば
三
鳥
が
網
を
出
て
、
と
も
に
患
い
の
な
い
世
界
へ
ゆ
く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
患
い
の
な
い
こ
と
は
同
じ

で
あ
る
け
れ
ど
も
、

鳥
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
鳥
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
か
ら
と
い
っ
て
、
患

い
の
な

い
こ
と
も
ま
た
異
な
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
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い
し
、

ま

た

患

い

の
な

い
こ

と

が

一
で
あ

る

か
ら

と

い

っ
て
、

鳥

た

ち

を

一
と

す

る

こ

と

は

で
き

な

い
。

だ

と

す

る
な

ら

ば

、
鳥

こ

そ
患

い
の
な

い

こ
と

そ

の
も

の

で
あ

り

、
患

い
の
な

に

こ
と

こ
そ

鳥

そ

の
も

の

で
あ

る

。

な

ら
ば

患

い
の
な

い
こ
と

に
ち

が

い
は

な

い
、

ち

が

い
は
鳥

た

ち

か

ら

来

る

の

で
あ

る

。

口
如
是
三
乗
衆
生
倶
越
妄
想
之
奨
、
同
適
無
為
之
境
。
無
為
難
同
而
乗
乗
各
異
。
不
可
以
乗
乗
各
異
、
謂
無
為
亦
異
。
又
不
可
以
無
為
既

一
而

一
於
三
乗
也
。
然
則
我
即
無
為
、
無
為
則
我
。
無
為
量
異
、
異
自
我
耳
。
所
以
無
患
錐
同
而
升
虚
有
遠
近
。
無
為
錐

一
而
幽
堕
有
浅

深
。
無
為
即
乗
也
、
乗
即
無
為
也
。
此
非
我
異
無
為
、
以
未
尽
無
為
、
故
有
三
耳
。

〔訓

読
〕

是
く
の
如
く
三
乗
の
衆
生
は
倶
に
妄
想

の
奨
を
越
え
、
同
に
無
為
の
境
に
適
く
。
無
為
な
る
こ
と
は
同
じ
な
り
と
錐
も
、
而
も
乗
乗
各

お
の
異
な
る
。
乗
乗
各
お
の
異
な
る
を
以
て
、
無
為
も
亦
た
異
な
る
と
謂
う
可
か
ら
ず
。
又
た
無
為
な
る
こ
と
既
に

一
に
し
て
而
も
三
乗

を

一
に
す
可
か
ら
ず
。
然
ら
ば
即
ち
我
は
即
ち
無
為
に
し
て
、
無
為
は
即
ち
我
な
り
。
無
為
な
る
こ
と
量
に
異
な
ら
ん
や
、
異
な
る
こ
と

は
我
よ
り
す
る
の
み
。
所
以
に
無
患
な
る
こ
と
は
同
じ
な
り
と
錐
も
、
而
も
升
虚
す
る
に
遠
近
有
り
、
無
為
な
る
こ
と

は

一
な
り
と
難
も
、

而
も
幽
竪
す
る
に
浅
深
有
り
。
無
為
は
即
ち
乗
な
り
、
乗
は
即
ち
無
為
な
り
。
此
れ
我
の
無
為
に
異
な
る
に
は
非
ず
。
未
だ
無
為
を
尽
く

さ
ざ
る
を
以
て
、
故
に
三
有
る
の
み
。

〔和

訳
〕

こ

の
よ
う
に
三
乗

の
衆
生
は
と
も
に
妄
想
の
か
こ
い
を
超
え

て
、
と
も
に
無
為
の
世
界
に
ゆ
く
の
で
あ
る
。
無
為
で
あ
る
の
は
同
じ
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
乗
り
物
が
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
う
。
乗
り
物
が
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
う
か
ら
と
い
っ
て
、
無
為
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
ち
が
う
と
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
無
為
で
あ
る
こ
と
が

一
で
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
、
三
乗
を

一
く
く
り
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
だ
と
す
る

な
ら
ば
、
人
こ
そ
無
為
に
ほ
か
な
ら
ず
、
無
為
こ
そ
人
に
ほ
か
な
ら
な

い
が
、
無
為
に
ち
が
い
は
な
い
、
ち
が
い
は
人
か
ら
来
る
の
で
あ



る
。だ

か
ら
患

い
の
な
い
の
は
同
じ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
登
る
高
み
に
高
低
が
あ
り
、
無
為
で
あ
る
の
は

一
つ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
見
と
お

し
に
浅
深
が
あ
る
。
無
為
こ
そ
乗

に
ほ
か
な
ら
ず
、
乗
こ
そ
無
為
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
人
は
無
為
と
異
な
る
の
で
は
な
い
が
、
未

だ
無
為
を
尽
く
さ
な
い
か
ら
三
乗
が
あ
る
の
で
あ
る
。

浬葉 の考察(2)19

23
詰
漸
第
十
二

有
名
日
、
万
累
滋
彰
、
本
於
妄
想
。
妄
想
既
眩
、
則
万
累
都
息
。
二
乗
得
尽
智
、
菩
薩
得
無
生
智
。
是
時
妄
想
都
尽

、
結
縛
永
除
。
結

縛
既
除
、
則
心
無
為
。
心
既
無
為
、
理
無
余
騎
。
経
日
、
是
諸
聖
智
不
相
違
背
、
不
出
不
在
、
其
実
倶
空
。
又
日
、
無
為
大
道
、
平
等
不

二
。
既
日
無
二
、
則
不
容
心
異
。
不
体
則
已
、
体
応
窮
微
。
而
日
体
而
未
尽
、
是
所
未
悟
也
。

〔訓

読
〕

漸
を
詰
る

ま
す

さ
わ

は
ら

有
名
曰
わ
く
、
万
累
の
滋
ま
す
彰
る
は
、
妄
想
に
本
つ
く
。
妄
想
既
に
秩
わ
る
れ
ば
、
則
ち
万
累
は
都
べ
て
息
む
。

二
乗
は
尽
智
を
得
、

菩
薩
は
無
生
智
を
得
。
是
の
時
妄
想
は
都
べ
て
尽
き
、
結
縛
は
永
く
除
く
。
結
縛
既
に
除
け
ば
則
ち
心
は
無
為
な
り
。
心
は
既
に
無
為
な

れ
ば
理
と
し
て
余
騎
無
し
。
経
に
曰
わ
く
、
是

の
諸
聖
の
智
は
相
い
違
背
せ
ず
、
出
で
ず
在
ら
ず
し
て
、
其
の
実
は
倶

に
空
な
り
、
と
。

又
た

曰
わ
く
、
無
為

の
大
道
は
平
等
不
二
な
り
、
と
。
既
に
無
二
な
り
と
曰
え
ば
則
ち
心

の
異
る
こ
と
を
容
れ
ず
。
体

せ
ざ
れ
ば
則
ち
已

む
も
、
体
す
れ
ば
応
に
微
を
窮
む
べ
し
。
而
も
体
し
て
而
も
未
だ
尽
く
さ
ず
と
日
う
、
是
れ
未
だ
悟
ら
ざ
る
所
な
り
。

〔和

訳
〕

階
漸
の
難
詰

有
名
が
い
う
、
万
累
が
ま
す
ま
す
じ
ゃ
ま
を
す
る
の
は
妄
想
に
本
つ
い
て
い
る
。
妄
想
が
の
ぞ
か
れ
た
な
ら
ば
万
累
は
す
べ
て
止
む
の
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で
あ

る
。
二
乗
は
尽
智
を
得
、
菩
薩
は
無
生
智
を
得
る
が
、
こ
の
時
、
妄
想
は
す
べ
て
尽
き
、
結
縛
は
永
久
に
除
去
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

結
縛
が
除
去
さ
れ
て
い
る
か
ら
心
は
無
為
で
あ
る
。
心
が
無
為
で
あ
る
か
ら
に
は
、
道
理
と
し
て
残

っ
た
か
げ
り
は
な

い
は
ず
で
あ
る
。

経
典

に
い
う
、
こ
の
諸
聖
の
智
は
た
が
い
に
背
離
し
な
い
。
有
無
の
外
に
出
て
い
る
の
で
も
な
く
、
内
に
在
る
の
で
も
な
く
、
そ
の
実
体

は
と
も
に
空
で
あ
る
、
と
。
ま
た
い
う
、
無
為
の
大
道
は
平
等
不
二
で
あ
る
、
と
。
す
で
に
無
二
で
あ
る
と
い
う

の
で
あ
る
か
ら
、
心
が

異
な

る
は
ず
が
な
い
。
体
得
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
体
得
し
て
い
る
な
ら
ば
微
を
窮
め
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
な
の

に
体
得
し
て
い
る
け
れ
ど
も
未
だ
尽
く
し
て
い
な
い
と

い
う
、

い
ま
だ
釈
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

24
明
漸
第
十
三

イ
無
明
日
、
無
為
無
二
、
則
已
然
　
。
結
是
重
惑
、
可
謂
頓
尽
、
亦
所
未
喩
。
経
日
、
三
箭
中
的
、
三
獣
渡
河
、
中
渡
無
異
而
有
浅
深
之

殊
者
、
為
力
不
同
故
也
。
三
乗
衆
生
倶
済
縁
起
之
津
。
同
竪
四
諦
之
的
。
絶
偽
即
眞
、
同
升
無
為
。
然
則
所
乗
不

一
者
、
亦
以
智
力
不
同

故
也
。

〔訓

読
〕

漸
を
明
ら
む

さ
と

無
名
曰
わ
く
、
無
為
の
無
二
な
る
こ
と
は
則
ち
已
に
然
り
。
結
は
是
れ
重
惑
な
り
、
頓
に
尽
く
す
と
謂
う
可
き
こ
と
、
亦
た
未
だ
喩
ら

あ
た

ざ
る
所
な
り
。
経
に
曰
わ
く
、
三
箭
は
的
に
中
り
、
三
獣
は
河
を
渡
る
、
と
。
中
る
と
渡
る
と
に
異
な
る
こ
と
無
き
も
而
も
浅
深
の
殊
な

り
有

る
者
は
、
力
の
同
じ
か
ら
ざ
る
が
為

の
故
な
り
。

わ
た

み

三
乗
の
衆
生
は
倶
に
縁
起

の
津
を
済
り
、
同
に
四
諦
の
的
を
堕
る
。
偽
を
絶
ち
て
眞
に
即
し
、
同
に
無
為
に
升
る
。
然
ら
ば
則
ち
乗
る

所
の

一
な
ら
ざ
る
者
は
、
亦
た
智
力

の
同
じ
か
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
な
り
。

〔和

訳
〕



階
漸

の
弁
明

無
名
が
い
う
、
無
為
が
無
二
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
に
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
煩
悩
は
重
惑
で
あ
る
、
と
み
に
尽
く
す
と
い
う
こ
と
が

で
き

る
と
い
う
の
も
や
は
り
釈
然
と
し
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
経
典
に
い
う
、
三
箭
が
的
に
当
り
、
三
獣
が
河
を
渡
る
、
と
。
当
る
こ
と

と
渡

る
こ
と
と
に
は
ち
が
い
は
な

い
が
、
し
か
し
深
浅
の
別
が
あ
る
の
は
、
力
が
同
じ
で
は
な
い
た
め
で
あ
る
。

三
乗
の
衆
生
は
と
も
に
縁
起
の
わ
た
し
を
わ
た
り
、
と
も
に
四
諦
の
ま
と
を
み
る
。
虚
偽
を
絶

っ
て
眞
実
に
即
し
、
と
も
に
無
為
に
の

ぼ
る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
乗
り
物
が

一
つ
で
な
い
の
は
や
は
り
智
力
が
同
じ
で
は
な
い
せ
い
で
あ
る
。

○
絶
偽
即
眞

肇
論
の
本
来
の
立
場
は

「即
偽
即
眞
」
で
あ
る
。
不
眞
空
論
9
段
お
よ
び
本
論
18
ハ
段
参
照
。

浬葉の考 察(2)21

口
夫
翠
有
錐
衆
、
然
其
量
有
涯
。
正
使
智
猶
身
子
、
辮
若
満
願
、
窮
才
極
慮
、
莫
窮
其
畔
。
況
乎
虚
無
之
数
、
重
玄
之
域
、
其
道
無
涯
、

欲
之
頓
尽
耶
。
書
不
云
乎
、
為
学
者
日
益
、
為
道
者
日
損
。
為
道
者
、
為
於
無
為
者
也
。
為
於
無
為
而
日
日
損
。
此
山豆
頓
得
之
謂
。
要
損

之
又
損
之
、
以
至
於
無
損
耳
。
経
喩
蛍
日
、
智
用
可
知
　
。

〔訓

読
〕

た

と

夫

れ
華
有
は
衆
し
と
錐
も
、
然
れ
ど
も
其
の
量
に
涯
有
り
。
正
使
い
智
は
猶
お
身
子
の
ご
と
く
、
辮
は
満
願
の
若
く
な
る
も
、
才
を
窮

め
慮
を
極
む
る
も
、
其
の
畔
を
窮
む
る
こ
と
莫
し
。
況
ん
や
虚
無
の
数
、
重
玄
の
域
は
其
の
道
に
涯
無
き
に
、
之
を
頓
み
に
尽
さ
ん
と
欲

す
る
に
お
い
て
お
や
。

ひ
び

書

に
云
わ
ざ
る
か
、
学
を
為
す
者
は
日
に
益
す
。
道
を
為
す
者
は
日
に
損
す
、
と
。
道
を
為
す
者
は
、
無
為
に
為
す
者
な
り
。
無
為
に

為
し
て
而
も
日
に
損
す
と
日
う
。
此
れ
山豆
に
頓
得
の
謂
い
な
ら
ん
や
。
要
ら
ず
之
を
損
し
て
又
た
之
を
損
し
、
以
て
損
す
る
こ
と
無
き
に

至
る
の
み
。
経
は
蛍
日
に
喩
う
、
智
用
は
知
る
可
し
。

〔和

訳
〕
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そ
も
そ
も
万
有
は
多

い
け
れ
ど
も
、
し
か
し
そ
の
量
に
は
か
ぎ
り
が
あ
る
。
た
だ
し
た
と

い
智
慧
は
舎
利
弗
の
よ
う

で
あ
り
、
弁
舌
は

富
桜
那
の
よ
う
で
あ

っ
て
、
そ
の
才
能
を
き
わ
め
思
慮
を
き
わ
め
て
も
、
そ
の
か
ぎ
り
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
な

い
。
い
わ
ん
や
虚
無

の
世
界
、
重
玄
の
領
域
は
そ
の
道
に
か
ぎ
り
が
な

い
、
そ
れ
を
と
み
に
尽
く
そ
う
と
す
る
と
き
に
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

老
子
に
い
う
で
は
な
い
か
、
学
問
の
と
き
に
は
日
々
に
ま
し
て
行
き
、
修
道

の
と
き
に
は
日
々
に
へ
ら
し
て
行
く
、
と
。
修
道

の
と
き

と

い
う
の
は
無
為
を
修
め
る
と
き
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
無
為
を
修
め
て
し
か
も
日
々
に
へ
ら
す
と
い
う
。
こ
れ
は
と
み
に
体
得
す
る
と

い
う

こ
と
で
は
な
い
。
か
な
ら
ず

へ
ら
し
て
ま
た

へ
ら
し
、
そ
の
結
果
、
へ
ら
す
と

い
う
こ
と
の
な
い
と
こ
ろ
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。

経
典

に
蛍
火
と
日
光

の
た
と
え
が
あ
る
よ
う
に
、
二
乗
と
菩
薩
と
の
智
用
の
ち
が
い
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

25
識
動
第
十
四

有
名

日
、
経
称
法
身
已
上
、
入
無
為
境
。
心
不
可
以
智
知
、
形
不
可
以
象
測
。
体
絶
陰
入
、
心
智
寂
滅
。
而
復
云
進
修
三
位
、
積
徳
弥

広
。
夫
進
修
本
於
好
尚
、
積
徳
生
於
渉
求
。
好
尚
則
取
捨
情
現
、
渉
求
則
損
益
交
陳
。
既
以
取
捨
為
心
、
損
益
為
体

。
而
日
体
絶
陰
入
、

心
智
寂
滅
。
此
文
乖
致
殊
而
会
之

一
人
。
無
異
指
南
為
北
、
以
曉
迷
夫
。

〔訓

読
〕

動
を
畿
る

有
名
曰
わ
く
、
経
に
称
す
ら
く
、
法
身
已
上
は
無
為
の
境
に
入
る
。
心
は
智
を
以
て
知
る
可
か
ら
ず
、
形
は
象
を
以

て
測
る
可
か
ら
ず
。

い
よ

体
は
陰
入
を
絶
し
、
心
智
は
寂
滅
す
、
と
。
而
も
復
た
云
わ
く
、
進
ん
で
三
位
を
修
め
、
徳
を
積
む
こ
と
弥

い
よ
広

し
、
と
。
夫
れ
進
み

て
修
む
る
こ
と
は
好
尚
に
本
づ
き
、
徳
を
積
む
こ
と
は
渉
求
よ
り
生
ず
。
好
尚
の
と
き
は
則
ち
取
捨

の
情
現
わ
れ
、
渉
求
の
と
き
は
則
ち

こ
も
ご

つ
ら

損
益

交

も
陳
ぬ
。
既
に
取
捨
を
以
て
心
と
為
し
、
損
益
を
ば
体
と
為
し
、
而
も
体
は
陰
入
を
絶
し
、
心
智
は
寂
滅
す
と
日
う
。
此
れ
文

あ

つ

は
乖
き
致
は
殊
な
り
て
而
も
之
を

一
人
に
会
む
。
南
を
指
し
て
北
と
為
し
、
以
て
迷
夫
を
曉
ら
し
め
ん
と
す
る
に
異
な
る
こ
と
無
し
。



〔和

訳
〕

運
動
の
詰
問

有
名
が
い
う
、
経
典
に
い
う
、
法
身
の
菩
薩
以
上
は
無
為

の
境
に
入
り
、
心
は
智
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
身
は
形
に
よ

っ
て
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
身
体
は
陰
入
を
絶
ち
、
心
智
は
寂
滅
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
。
し
か
も
ま
た
い
う
、
進
ん
で
三
位
を
修

め
、
徳
を
積
む
こ
と
い
よ
い
よ
広
大
で
あ
る
、
と
。

そ
も
そ
も
進
ん
で
修
め
る
と
い
う
こ
と
は
た
つ
と
ぶ
こ
と
に
本
づ
き
、
徳
を
積
む
と
い
う
こ
と
は
も
と
め
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
。
た
つ

と
べ
ば
取
捨
の
情
が
あ
ら
わ
れ
、
も
と
め
れ
ば
損
益
が
こ
も
ご
も
な
ら
ぶ
。
す
で
に
取
捨
を
心
智
と
し
、
損
益
を
身
体

と
し
て
い
な
が
ら
、

し
か
も
身
体
は
陰
入
を
絶
ち
、
心
智
は
寂
滅
し
て
い
る
と

い
う
。
こ
れ
は
文
章
は
か
け
ち
が
い
趣
意
は
こ
と
な

っ
て
い
な
が
ら
、
し
か
も

同

一
人
物
に
当

て
は
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
南
を
ゆ
び
さ
し
て
北
だ
と
い
っ
て
、
迷

っ
た
者

に
道
を
教
え
る
の
と
異
な
ら
な
い
。

浬葉の考察(2)23

26
動
寂
第
十
五

イ
無
名
日
、
経
称
聖
人
無
為
而
無
所
不
為
。
無
為
、
故
難
動
而
常
寂
。
無
所
不
為
、
故
錐
寂
而
常
動
。
錐
寂
而
常
動
、
故
物
莫
能

一
、
錐

動
而
常
寂
、
故
物
莫
能
二
。
物
莫
能
二
、
故
趣
動
途
寂
。
物
莫
能

一
、
故
逮
寂
癒
動
。
所
以
為
即
無
為
、
無
為
即
為
。
動
寂
難
殊
、
而
莫

之
可
異
也
。

〔訓

読
〕

動

に
し
て
寂

無
名
曰
わ
く
、
経
に
称
す
ら
く
、
聖
人
は
無
為
に
し
て
而
も
為
さ
ざ
る
所
無
し
、
と
。
無
為
な
り
、
故
に
動
く
と
難
も
而
も
常
に
寂
か

な
り
。
為
ざ
ざ
る
所
無
し
、
故
に
寂
か
な
り
と
難
も
而
も
常
に
動
く
。
寂
か
な
り
と
錐
も
而
も
常
に
動
く
、
故
に
物
は
能
く

一
な
る
こ
と

い
よ

莫
し
。
動
く
と
難
も
而
も
常
に
寂
か
な
り
、
故
に
物
は
能
く
二
な
る
こ
と
莫
し
。
物
は
能
く
二
な
る
こ
と
莫
し
、
故
に
逮
い
よ
動
き
て
遽
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い
よ
寂
か
な
り
。
物
は
能
く

一
な
る
こ
と
莫
し
、
故
に
遽
い
よ
寂
か
に
し
て
遼
い
よ
動
く
。
所
以
に
為
は
即
ち
無
為
に
し
て
、
無
為
は
即

ち
為

な
り
。
動
寂
は
殊
な
る
と
難
も
而
も
之
を
異
と
す
可
き
莫
し
。

〔和

訳
〕

動
寂

の
相
即

無
名
が
い
う
、
経
典
に
い
う
、
聖
人
は
無
為
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
為
さ
な
い
こ
と
は
な
い
、
と
。
無
為
で
あ
る
、
故
に
動

い
て
い

て
も
常
に
静
止
し
て
い
る
。
為
さ
な

い
こ
と
は
な
い
、
故
に
静
止
し
て
い
て
も
常
に
動

い
て
い
る
。
静
止
し
て
い
て
も
常
に
動

い
て
い
る
、

故
に
物
は
単

一
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
動

い
て
い
て
も
常
に
静
止
し
て
い
る
、
故
に
物
は
複
数
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
物
は
複

数
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
故
に
動
け
ば
動
く
ほ
ど

い
よ
い
よ
静
止
し
て
い
る
。
物
は
単

一
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
故
に
静
止
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
い
よ
い
よ
動

い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
為
す
こ
と
は
為
さ
な
い
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
為
さ
な
い
こ
と
は
為
す
こ
と
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
運
動
と
静
止
と
は
ち
が
う
け
れ
ど
も
、
し
か
し
そ
れ
を
ち
が
う
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

ロ
道
行
云
、
心
亦
不
有
、
亦
不
無
。
不
有
者
、
不
若
有
心
之
有
。
不
無
者
、
不
若
無
心
之
無
。
何
者
、
有
心
則
衆
庶
是
也
。
無
心
則
太
虚

是
也
。
衆
庶
止
於
妄
想
、
太
虚
絶
於
霊
照
。
山豆
可
止
於
妄
想
、
絶
於
霊
照
、
標
其
神
道
而
語
聖
心
者
乎
。

〔訓

読
〕

ご
と

道
行
に
云
わ
く
、
心
は
亦
た
有
な
ら
ず
、
亦
た
無
な
ら
ず
、
と
。
有
な
ら
ざ
る
者
は
、
有
心

の
有
の
若
か
ら
ざ
る
な
り
。
無
な
ら
ざ
る

者
は
、
無
心
の
無
の
若
か
ら
ざ
る
な
り
。
何
と
な
ら
ば
、
有
心
な
る
と
き
は
則
ち
衆
庶
是
れ
な
り
。
無
心
な
る
と
き
は
則
ち
太
虚
是
れ
な

り
。
衆
庶
は
妄
想
に
止
ま
り
、
太
虚
は
霊
照
を
絶

つ
。
山豆
に
妄
想
に
止
ま
り
、
霊
照
を
絶
ち
て
、
其
の
神
道
を
標
し
、
而
し
て
聖
心
を
語

る
可
き
者
な
ら
ん
や
。

〔和

訳
〕



道
行
般
若
経
に
い
う
、
心
は
有
で
も
な
く
無
で
も
な

い
、
と
。
有
で
は
な
い
と
い
う

の
は
、
有
心

の
も

の
の
有
の
よ
う
で
は
な
く
、
無

で
は
な
い
と
い
う

の
は
、
無
心

の
も
の
の
無
の
よ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
有
心
の
も
の
と

い
う
の
は
衆
生
が

そ
れ

で
あ
り
、
無
心

の
も

の
と

い
う
の
は
虚
空
が
そ
れ
だ
か
ら
で
あ
る
。
衆
生
は
妄
想
の
分
別
に
止
ま
り
、
虚
空
は
霊
妙
な
照
鑑
に
欠
け

て
い
る
。
ど
う
し
て
妄
想

の
分
別
に
止
ま
り
、
霊
妙
な
照
鑑
に
欠
け
る
も
の
に
よ

っ
て
、
あ
の
神
秘
的
作
用
を
表
示
し
て
聖
心
を
語
る
こ

と
が

で
き
よ
う
か
。

○
神
道

本
論
12
へ
段
参
照
。

浬葉の考察(2)25

ハ
是
以
聖
心
不
有
、
不
可
謂
之
無
、
聖
心
不
無
、
不
可
謂
之
有
。
不
有
故
心
想
都
滅
、
不
無
故
理
無
不
契
。
理
無
不
契

、
故
万
徳
斯
弘
。

心
想
都
滅
、
故
功
成
非
我
。
所
以
応
化
無
方
、
未
嘗
有
為
、
寂
然
不
動
、
未
嘗
不
為
。
経
日
、
心
無
所
行
、
無
所
不
行

、
信
　
。

〔訓

読
〕

是
を
以
て
聖
心
は
有
な
ら
ざ
る
も
、
之
を
無
な
り
と
謂
う
可
か
ら
ず
。
聖
心
は
無
な
ら
ざ
る
も
、
之
を
有
な
り
と
謂
う
可
か
ら
ず
。
有

な
ら
ざ
る
が
故

に
心
想
は
都

べ
て
滅
し
、
無
な
ら
ざ
る
が
故
に
、
理
と
し
て
契
わ
ざ
る
無
し
。
理
と
し
て
契
わ
ざ
る
無
し
、
故
に
万
徳
は

こ
こ斯

に
弘
し
。
心
想
は
都
べ
て
滅
す
、
故
に
功
成
り
て
我
に
は
非
ず
。
所
以
に
応
化
は
無
方
に
し
て
、
未
だ
嘗

つ
て
為
す

こ
と
有
ら
ず
。
寂

然
と
し
て
不
動
に
し
て
、
未
だ
嘗

つ
て
為
さ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
経
に
曰
わ
く
、
心
に
行
う
所
無
く
し
て
行
わ
ざ
る
所
無
し
、
と
。
信
な
る

か
な
。

〔和

訳
〕

こ
の
よ
う
な
次
第
で
あ
る
か
ら
、
聖
心
は
有

で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
無
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
聖
心
は
無
で
は
な

い
け

れ
ど
も
、
そ
れ
を
有
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
妄
想
と
し
て
は
有
で
は
な

い
か
ら
心
想
は
す
べ
て
滅

し
て
い
る
。
霊
照
と

し
て
は
無
で
は
な
い
か
ら
、
道
理
と
し
て
契
合
し
な
い
も

の
は
な
い
。
道
理
と
し
て
契
合
し
な

い
も
の
は
な

い
、
故

に
万
物
に
応
ず
る
力
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は
広
大

で
あ
る
。
心
想
は
す
べ
て
滅
し
て
い
る
、
故
に
功
が
成

っ
て
も
我
執
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
応
化
は
無
方
で
あ
り
な
が
ら
、

い
ま

だ
か

つ
て
為
し
た
こ
と
は
な

い
。
寂
然
と
し
て
不
動
で
あ
り
な
が
ら
、
い
ま
だ
か
つ
て
為
さ
な
か

っ
た
こ
と
は
な
い
。
経
典
に
い
う
、
心

に
行
う
と
こ
ろ
は
な
い
け
れ
ど
も
、
行
わ
な
か

っ
た
こ
と
は
な
い
、
と
。
ま
こ
と
で
あ
る
。

一一儒
憧
日
、
昔
我
於
無
数
劫
、
国
財
身
命
、
施
人
無
数
、
以
妄
相
や
心
施
、
非
為
施
也
。
今
以
無
生
心
、
五
華
施
仏
、
始
名
施
耳
。
又
空
行

菩
薩

入
空
解
脱
門
、
方
言
今
是
行
時
、
非
為
謹
時
。
然
則
心
弥
虚
、
行
弥
広
。
終
日
行
、
不
乖
於
無
行
者
也
。

〔訓

読
〕

儒
憧
曰
わ
く
、
昔
し
我
は
無
数
劫
に
於

い
て
、
国
財
身
命
、
人
に
施
す
こ
と
無
数
な
る
も
、
妄
想

心
を
以
て
施
せ
る
は
施
と
為
す
に
は

非
ず
。
今
は
無
生
心
を
以
て
五
華
を
ば
仏
に
施
す
、
始
め
て
施
と
名
つ
く
る
の
み
、
と
。
又
た
空
行
菩
薩
は
空
解
脱
門

に
入
り
て
於
に
言

え
り
、
今
は
是
れ
行
ず
る
時
に
し
て
、
謹
す
る
時
と
為
す
に
は
非
ず
、
と
。
然
ら
ば
則
ち
心
は
弥

い
よ
虚
し
く
し
て
行
う
こ
と
は
弥
い
よ

広
く
、
終
日
行
い
て
行
う
こ
と
無
き
に
乖
か
ざ
る
者
な
り
。

〔和

訳
〕

儒
憧
菩
薩
は
い
う
、
昔
し
私
は
無
数
劫
の
あ

い
だ
、
国
財
身
命
を
人
に
施
す
こ
と
無
数
で
あ

っ
た
が
、
妄
相
学
心
で
施
し
た
の
だ
か
ら
布

施
で
は
な
い
。
い
ま
は
無
生
心
で
五
華
を
仏
に
施
し
た
か
ら
、
や
っ
と
布
施
し
た
と

い
え
る
、
と
。
ま
た
空
行
菩
薩
は
空
解
脱
門
に
入

っ

て
い

っ
た
、
い
ま
は
行
う
時
で
あ

っ
て
、
謹
す
る
時
で
は
な
い
、
と
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
心
が
虚
し
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
行

い
は
ま
す

ま
す
広
大
に
な
り
、
ひ
ね
も
す
行

っ
て
も
行
う
こ
と
が
な
い
こ
と
に
そ
む
か
な
い
も
の
な
の
だ
。

ホ
是
以
賢
劫
称
無
捨
之
檀
、
成
具
美
不
為
之
為
。
禅
典
唱
無
縁
之
慈
、
思
益
演
不
知
之
知
。
聖
旨
幽
玄
、
殊
文
同
辮
。
山豆
可
以
有
為
便
有

為
、
無
為
便
無
為
哉
。
菩
薩
住
尽
不
尽
平
等
法
門
、
不
尽
有
為
、
不
住
無
為
、
即
其
事
也
。
而
以
南
北
為
喩
、
非
領
会
之
唱
。



〔訓

読
〕

ほ

是
を
以
て
賢
劫
は
無
捨
の
檀
を
称
え
、
成
具
は
不
為
の
為
を
美
め
、
禅
典
は
無
縁
の
慈
を
唱
え
、
思
益
は
不
知

の
知

を
演

べ
た
り
。
聖

と
も

旨
は
幽
玄
に
し
て
、
殊
文
は
同
に
辮
ず
。
豊
に
以
て
有
為
は
便
ち
有
為
に
し
て
、
無
為
は
便
ち
無
為
な
る
可
け
ん
や
。
菩
薩
は
尽
不
尽
平

等
の
法
門
に
住
す
。
有
為
を
尽
く
さ
ず
、
無
為
に
住
せ
ざ
る
こ
と
即
ち
其
の
事
な
り
。
而
も
南
北
を
以
て
喩
と
為
す
は
、
殊
に
領
会
す
る

も
の
の
唱
な
る
に
は
非
ず
。

〔和

訳
〕

そ
こ
で
賢
劫
経
は
無
捨
の
施
を
た
た
え
、
成
具
経
は
不
為

の
為
を
ほ
め
、
禅
経
は
無
縁
の
慈
を
と
な
え
、
思
益
経
は
不
知

の
知
を
の
べ

た
の
で
あ
る
。
聖
旨
は
幽
玄
で
あ

っ
て
、
殊
文
が
と
も
に
弁
じ
て
い
る
。
ど
う
し
て
有
為
は
そ
の
ま
ま
有
為
で
あ
り
、
無
為
は
そ
の
ま
ま

無
為

で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
菩
薩
は
尽
不
尽
平
等

の
法
門
に
住
す
る
と

い
う
。
有
為
を
尽
く
さ
ず
、
無
為
に
住
し
な
い
と

い
う

の
が
つ
ま
り
そ
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
南
北
の
と
り
ち
が
え
を
た
と
え
に
す
る
と
は
、
ま

っ
た
く
解

っ
た
人

の
い
う
こ
と
で
は

な

い
。

浬樂の考察(2)27

27
窮
源
第
十
六

有
名
日
、
非
衆
生
、
無
以
御
三
乗
。
非
三
乗
、
無
以
成
浬
葉
。
然
必
先
有
衆
生
、
後
有
浬
葉
。
是
即
浬
葉
有
始
、
有
始
必
有
終
。
而
経

云
、
浬
葉
無
始
無
終
、
湛
若
虚
空
。
則
浬
桀
先
有
、
非
復
学
而
後
成
者
也
。

〔訓

読
〕

源
を
窮
む

有
名
曰
わ
く
、
衆
生
に
非
ず
ん
ば
以
て
三
乗
を
御
す
る
無
く
、
三
乗
に
非
ず
ん
ば
以
て
浬
桀
を
成
ず
る
無
し
。
然
ら
ば
必
ず
先
に
衆
生

有
り
て
後
に
浬
樂
有
り
。
是
な
ら
ば
則
ち
浬
葉
に
は
始
め
有
り
、
始
め
有
ら
ば
必
ず
終
り
有
り
。
而
も
経
に
云
わ
く
、
浬
藥
に
は
始
め
も



28浬葉の考察(2)

ご
と

無
く
終
り
も
無
く
、
湛
た
る
こ
と
虚
空
の
若
し
、
と
。
則
ち
浬
桑
は
先
に
有
り
、
復
た
学
び
て
而
し
て
後
に
成
る
者
に
は
非
ざ
る
な
り
。

〔和

訳
〕

起
源
の
追
求

有
名
が
い
う
、
衆
生
が
い
な
け
れ
ば
三
乗
に
乗
る
も
の
は
い
な
い
し
、
三
乗
が
な
け
れ
ば
浬
桑
を
成
就
す
る
も
の
は
な
い
。
そ
う
す
る

と
必
ず
先
に
衆
生
が
い
て
、
後
に
浬
葉
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
と
す
る
と
浬
桑
に
は
始
め
が
あ
る
の
で
あ
り
、
始
め
が
あ
れ
ば
必
ず
終

り
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
経
典
に
い
う
、
浬
葉
に
は
始
め
も
な
く
終
り
も
な
く
、
湛
然
不
動
で
あ
る
こ
と
虚
空

の
よ
う
で
あ
る
、

と
。
と
す
れ
ば
浬
葉
は
先
に
あ
る
も
の
で
あ

っ
て
、
修
行
し
て
後
に
成
就
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

28
通
古
第
十
七

イ
無
名
日
、
夫
至
人
空
洞
無
象
、
而
万
物
無
非
我
。
会
万
物
以
成
己
者
、
其
唯
聖
人
乎
。
何
則
非
理
不
聖
、
非
聖
不
理
、
理
而
成
聖
者
、

聖
不
異
理
也
。
故
天
帝
日
、
般
若
当
於
何
求
。
善
吉
日
、
不
可
於
色
中
求
、
亦
不
可
離
色
中
求
。
又
日
、
見
縁
起
為
見
法
、
見
法
為
見
仏
。

斯
則
物
我
不
異
之
敷
也
。

〔訓

読
〕

古
を
通
ず

無
名
曰
わ
く
、
夫
れ
至
人
は
空
洞
無
象
に
し
て
而
も
万
物
は
我
に
非
ざ
る
は
無
し
。
万
物
と
会
し
て
以
て
己
と
成
す
者
は
、
其
れ
唯
だ

聖
人

の
み
な
る
か
。
何
と
な
れ
ば
則
ち
理
に
非
ず
ん
ば
聖
な
ら
ず
、
聖
に
非
ず
ん
ば
理
な
ら
ず
。
理
に
し
て
而
も
聖
と
成
る
者
は
聖
に
し

は

て
理
と
異
な
ら
ず
。
故
に
天
帝
曰
わ
く
、
般
若
は
当
た
何
に
於

い
て
か
求
め
ん
。
善
吉
日
わ
く
、
色
中
に
於
い
て
求
む
可
か
ら
ず
、
亦
た

色
中
よ
り
離
れ
て
求
む
可
か
ら
ず
、
と
。
又
た
曰
わ
く
、
縁
起
を
見
る
も
の
は
法
を
見
る
と
為
す
。
法
を
見
る
も
の
は
仏
を
見
る
と
為
す
、

と
。
斯
れ
則
ち
物
と
我
と
の
異
な
ら
ざ
る
の
敷
な
り
。



〔和

訳
〕

古
今

の
通
貫

無
名
が
い
う
、
そ
も
そ
も
至
人
は
空
洞
で
あ

っ
て
無
相
で
あ
る
。
し
か
も
万
物
は
我
で
な
い
も

の
は
な
い
。
万
物
と
和
合
し
て
己
を
形

成
す
る
者
は
じ
つ
に
聖
人

の
み
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
万
物
の
理
に
し
た
が
う

の
で
な
け
れ
ば
聖
智
で
は
な

い
。
聖
智
で
な
け
れ

ば
万
物
の
理
に
し
た
が
う
こ
と
は
な
い
。
理
に
し
た
が
い
な
が
ら
聖
智
を
成
就
す
る
者
は
、
そ
の
聖
智
は
万
物

の
理
と
異
な
ら
な

い
。

だ
か
ら
天
帝
が
い
う
、
般
若
は
い
っ
た
い
ど
こ
で
求
め
ま
し
ょ
う
か
。
善
吉
が
い
う
、
色
中
に
お
い
て
求
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
し
、

色
中
を
は
な
ら
れ
て
求
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
と
。

ま
た
い
う
、
縁
起
を
見
る
も
の
は
法
を
見
、
法
を
見
る
も
の
は
仏
を
見
る
、
と
。

こ
れ
は
万
物
と
我
と
が
異
な
ら
な
い
こ
と
の
し
る
し
で
あ
る
。

浬葉 の考察(2)29

ロ
所
以
至
人
哉
玄
機
於
未
兆
、
蔵
冥
運
於
即
化
、
総
六
合
以
鏡
心
、

一
去
来
以
成
体
。
古
今
通
、
始
終
同
。
窮
本
極
末

、
莫
之
与
二
。
浩

然
太
均
、
乃
日
浬
榮
。

〔訓

読
〕

お
さ

す

う
つ

所
以
に
至
人
は
玄
機
を
未
兆
に
哉
め
、
冥
運
を
即
化
に
蔵
す
。
六
合
を
総
べ
て
以
て
心
に
鏡
し
、
去
来
を

一
と
し
て
以
て
体
を
成
す
。

古
今

に
通
じ
、
始
終
に
同
じ
。
本
を
窮
め
末
を
極
め
、
之
と
与
に
二
な
る
こ
と
莫
し
。
浩
然
と
し
て
太
均
な
れ
ば
、
乃
ち
浬
葉
と
日
う
。

〔和

訳
〕

し
た
が
っ
て
至
人
は
、
玄
妙
な
は
た
ら
き
を
万
物

の
兆
す
以
前
に
か
く
し
、
と
ら
え
に
く
い
う
ご
き
を
万
物
そ
の
も

の
に
か
く
す
。
天

地
四
方
を
す
べ
て
心
鏡
に
映
し
、
過
去
未
来
を
ひ
と
つ
に
し
て
身
体
を
形
成
す
る
。
古
今
に
通
貫
し
、
始
終
同

一
で
あ
る
。
本
を
き
わ
め

末
を
き
わ
め
て
万
物
と
二
で
あ
る
こ
と
は
な
い
。
限
り
な
く
平
等

一
如
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
浬
葉
と
い
う
の
で
あ
る
。



30浬葉の考察(2)

ハ
経

日
、
不
離
諸
法
而
得
浬
桀
。
又
日
、
諸
法
無
辺
、
故
菩
提
無
辺
。
以
知
浬
葉
之
道
存
於
妙
契
、
妙
契
之
致
本
乎
冥

一
。
然
則
物
不
異

我
、
我
不
異
物
。
物
我
玄
会
、
帰
乎
無
極
。
進
之
弗
先
、
退
之
弗
後
。
山豆
容
終
始
於
其
問
哉
。
天
女
日
、
者
年
解
脱
亦
何
如
久
。

〔訓

読
〕

経

に
曰
わ
く
、
諸
法
を
離
れ
ず
し
て
而
し
て
浬
葉
を
得
、
と
。
又
た
曰
わ
く
、
諸
法
は
無
辺
な
り
、
故
に
菩
提
は
無

辺
な
り
、
と
。
以

て
知

る
、
浬
葉

の
道
は
妙
契
に
存
し
、
妙
契
の
致
は
冥

一
に
本
つ
く
こ
と
を
。
然
ら
ば
則
ち
物
は
我
に
異
な
ら
ず
、
我
は
物
に
異
な
ら
ず
。

物
と
我
と
玄
会
し
て
無
極
に
帰
す
。
之
を
進
む
る
も
先
ん
ぜ
ず
、
之
を
退
く
る
も
後
れ
ず
。
山豆
に
終
始
を
其
の
問
に
容

れ
ん
や
。
天
女
日

い
ず
れ

わ
く
、
書
年

の
解
脱
は
亦
た
久
し
き
に
何
如
ぞ
、
と
。

〔和

訳
〕

経
曲
ハに
い
う
、
諸
法
を
離
却
し
な

い
で
浬
葉
を
得
る
、
と
。
ま
た
い
う
、
諸
法
は
無
限
で
あ
る
か
ら
菩
提
は
無
限
で
あ
る
、
と
。
そ
こ

で
浬
葉

の
道
が
、
万
物
と
聖
心
と
が
玄
妙
に
契
合
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
、
そ
の
契
合
の
成
り
立
つ
の
は
、
万
物
と
聖
心
と
が
ぴ
た

り

一
如

で
あ
る
こ
と
に
本
つ
く
こ
と
が
解
る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
万
物
は
我
と
異
な
ら
ず
、
我
は
万
物
と
異
な
ら
な

い
。
万
物
と
我
と

は
玄
妙
に
和
合
し
つ
つ
、
無
極
に
か
え
る
の
で
あ
る
。
万
物
を
進
ま
せ
よ
う
と
し
て
も
先
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
万
物
を
退
か
せ
よ
う
と

し
て
も
後
に
な
る
こ
と
は
な

い
。
そ
の
間
に
終
始
を
い
れ
よ
う
が
な

い
の
で
あ
る
。
維
摩
経
の
天
女
が
い
う
、
ご
老
人

の
解
脱
は
ど
の
よ

う
に
久
し
い
時
間
が
経

っ
た
の
で
す
か

(時
間
の
か
か
わ
り
よ
う
は
あ
り
ま
せ
ん
)
、
と
。

○
浬
葉
之
道

寂
滅
不
動
の
聖
心
の
は
た
ら
き
。
本
論
12
へ
段

「神
道
」
の
注
参
照
。

○
冥

一

本
論
18
ホ
段
参
照
。
宋
儒
の
い
わ
ゆ
る

「体

用

一
原
、
顕
微
無
間
」
の
意
。
不
眞
空
論
16
段
の
解
説
参
照
。

○
無
極

無
限
定
。

29
考
得
第
十
八

有
名
日
、
経
云
、
衆
生
之
性
、
極
於
五
陰
之
内
。
又
云
、
得
浬
桑
者
、
五
陰
都
尽
、
讐
猶
灯
滅
。
然
則
衆
生
之
性
頓
尽
於
五
陰
之
内
、



浬桑の考察(2)

浬
葉
之
道
独
建
於
三
有
之
外
。
遡
然
殊
域
、
非
復
衆
生
得
浬
葉
也
。
果
若
有
得
、
則
衆
生
之
性
不
止
於
五
陰
。
必
若
止
於
五
陰
、
則
五
陰

不
都
尽
。
五
陰
若
都
尽
、
誰
復
得
浬
葉
耶
。

〔訓

読
〕

得
す
る
こ
と
を
考
う

有
名
曰
わ
く
、
経
に
云
わ
く
、
衆
生
の
性
は
五
陰

の
内
に
極
ま
る
、
と
。
又
た
云
わ
く
、
浬
葉
を
得
る
者
は
五
陰
は
都

べ
て
尽
く
る
こ

と
、
讐
え
ば
猶
お
灯
の
滅
す
る
が
ご
と
し
、
と
。
然
ら
ば
則
ち
衆
生
の
性
は
頓
に
五
陰
の
内
に
尽
き
、
浬
桀

の
道
は
独

り
三
有

の
外
に
建

つ
。
逸
然
と
し
て
域
を
殊
に
し
、
復
た
衆
生
の
浬
葉
を
得
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
果
た
し
て
若
し
得
る
こ
と
有
ら
ば
、
則
ち
衆
生
の
性
は

五
陰

に
止
ま
ら
ざ
ら
ん
。
必
ず
若
し
五
陰
に
止
ま
ら
ば
、
則
ち
五
陰
は
都
べ
て
は
尽
き
ざ
ら
ん
。
五
陰
若
し
都
べ
て
尽
き
な
ば
、
誰
か
復

た
浬
葉
を
得
ん
や
。

〔和

訳
〕

獲
得
の
考
察

有
名
が
い
う
、
経
典
に
い
う
、
衆
生
の
存
在
は
五
陰
の
内
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
、
と
。
ま
た

い
う
、
浬
葉
を
得
た
者
は
、
五
陰
が
す
べ

て
尽
き
る
こ
と
あ
た
か
も
灯
火
が
滅
す
る
よ
う
で
あ
る
、
と
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
衆
生
の
存
在
は
頓
に
五
陰
の
内
に
尽
き
、
浬
桀

の
道

は
独

り
三
有
の
外
に
立

つ
。
は
る
か
に
遠
く
領
域
が
か
け
は
な
れ
て
い
る
か
ら
、
衆
生
が
浬
葉
を
得
る
こ
と
は
あ
る
ま

い
。
果
た
し
て
も

し
得

る
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
衆
生
の
存
在
は
五
陰
に
は
止
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
必
ず
も
し
五
陰
に
止
ま
る
の
な
ら
ば
、
五
陰

は
ま

っ
た
く
尽
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
五
陰
が
も
し
ま
っ
た
く
尽
き
て
し
ま

っ
た
な
ら
ば
、
い
っ
た
い
誰
が
浬
葉
を
得
る

の
か
。

31

30
玄
得
第
十
九



32浬葉の考察(2)

イ
無
名
日
、
夫
眞
由
離
起
、
偽
因
著
生
。
著
故
有
得
、
離
故
無
名
。
是
以
則
眞
者
同
眞
、
法
偽
者
同
偽
、
子
以
有
得
為
得
、
故
求
於
有
得

耳
。
吾
以
無
得
為
得
、
故
得
在
於
無
得
也
。

〔訓

読
〕

玄

に
得
す

無
名
曰
わ
く
、
夫
れ
眞
は
離
に
由
り
て
起
こ
り
、
偽
は
著
に
因
り
て
生
ず
。
著
す
る
が
故
に
得
る
こ
と
有
り
、
離
す

る
が
故
に
名
つ
く

の
っ
と

の
つ
と

る
こ
と
無
し
。
是
を
以
て
眞
に
則

る
者
は
眞
に
同
じ
、
偽
に
法

る
者
は
偽
に
同
ず
。
子
は
得
る
こ
と
有
る
を
以
て
得

る
と
為
す
、
故
に

得
る
こ
と
有
る
に
求
む
。
吾
は
得
る
こ
と
無
き
を
以
て
得
る
と
為
す
、
故
に
得
る
こ
と
は
得
る
こ
と
無
き
に
在
り
。

〔和

訳
〕

玄
妙
な
獲
得

無
名
が
い
う
、
そ
も
そ
も
眞
実
は
相
を
離
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
虚
偽
は
相
に
執
著
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
相
に
執

著
す

る
か
ら
得
る
こ
と
が
あ
り
、
相
を
離
却
す
る
か
ら
名
の
あ
る
も
の
は
な
い
。
こ
う
い
う
次
第
で
あ
る
か
ら
、
眞
実

に
な
ら
う
者
は
眞

実
に
同
化
し
、
虚
偽
に
な
ら
う
者
は
虚
偽
に
同
化
す
る
の
で
あ
る
。
貴
方
は
得
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
得
る
こ
と
だ
と
す
る
、
故

に
そ
れ

を
得

る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
お
い
て
求
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
得
る
も
の
が
な
い
こ
と
を
得
る
こ
と
だ
と
す
る
、
故
に

そ
れ
を
得
る
こ
と
は
得
る
も
の
が
な
い
こ
と
に
お
い
て
あ
る
の
で
あ
る
。

ロ
且
談
論
之
作
、
必
先
定
基
本
。
既
論
浬
桀
、
不
可
離
浬
桑
而
語
浬
樂
也
。
若
即
浬
桑
以
興
言
、
誰
濁
非
浬
葉
而
欲
得
之
耶
。
何
者
、
夫

浬
桀
之
道
、
妙
尽
常
数
、
融
冶
二
儀
、
蕩
溝
万
有
。
均
天
人
、
同

一
異
。
内
視
不
己
見
、
返
聴
不
我
聞
。
未
嘗
有
得
、
未
嘗
無
得
。

〔訓

読
〕

お
こ

且

つ
談
論
の
作
る
と
き
は
必
ず
先
ず
其
の
本
を
定
む
。
既
に
浬
葉
を
論
ず
れ
ば
、
浬
葉
を
離
れ
て
而
し
て
浬
桑
を
語
る
可
か
ら
ず
。
若



し
浬
葉
に
即
し
て
以
て
言
を
興
さ
ば
、
誰
か
独
り
浬
桑
に
非
ず
し
て
而
も
之
を
得
ん
と
欲
せ
ん
や
。
何
と
な
ら
ば
、
夫
れ
浬
架
の
道
は
、

妙
に
常
数
を
尽
く
す
。
二
儀
を
融
冶
し
、
万
有
を
蕩
源
す
。
天
人
も
均
し
く
し
、

一
異
を
同
じ
く
す
。
内
に
視
る
も
己
を
見
ず
、
聴
く
こ

と
を
返
す
も
我
を
聞
か
ず
。
未
だ
嘗

つ
て
得
る
こ
と
有
ら
ず
し
て
、
未
だ
嘗

つ
て
得
る
こ
と
無
か
ら
ず
。

〔和

訳
〕

か

つ
ま
た
談
論
が
生
じ
る
と
き
に
は
、
必
ず
ま
ず
そ
の
原
則
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
浬
葉
を
論
じ
る
か
ぎ
り
、
浬
桑
と
は
無
関
係
に

浬
葉

に
つ
い
て
語

っ
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
浬
桀
に
即
し
て
立
言
す
る
な
ら
ば
、
い
っ
た
い
誰
が
浬
榮
し
て
い
な
く
て
そ
れ
を
得
よ
う
と

す
る

の
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
浬
桀
の
道
と
い
う
も
の
は
、
玄
妙
に
常
識
の
範
疇
を
根
絶
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
天
地
を
融
合
し
、

万
有
を

一
掃
し
、
天
人
を
等
し
と
し
、

一
異
を
等
し
と
す
る
。
内
に
か
え
り
み
て
も
己
を
見
な
い
し
、
聴
き
耳
を
か
え

し
て
も
我
を
聞
く

こ
と
は
な
い
。
そ
こ
に
は
い
ま
だ
か
つ
て
得
る
こ
と
が
有

っ
た
こ
と
は
な
い
し
、
い
ま
だ
か
つ
て
得
る
こ
と
が
無
か
っ
た
こ
と
も
な

い
の

で
あ
る
。
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ハ
経

日
、
浬
桑
非
衆
生
、
亦
不
異
衆
生
。
維
摩
詰
言
、
若
弥
勒
得
滅
度
者
、

一
切
衆
生
亦
当
滅
度
。
所
以
者
何
。

一
切
衆
生
本
性
常
滅
、

不
復
更
滅
。
此
明
滅
度
在
於
無
滅
者
也
。

〔訓

読
〕

経

に
曰
わ
く
、
浬
桑
は
衆
生
に
非
ず
、
亦
た
衆
生
に
異
な
ら
ず
、
と
。
維
摩
詰
言
わ
く
、
若
し
弥
勒

の
滅
度
を
得
れ
ば
、

一
切
衆
生
も

亦
た
当
に
滅
度
す
べ
し
。
所
以
の
者
は
何
ぞ
。

一
切
衆
生
は
本
性
と
し
て
常
に
滅
し
、
復
た
更
に
滅
せ
ざ
れ
ば
な
り
、
と
。
此
れ
滅
度
は

滅
す

る
こ
と
無
き
に
在
る
こ
と
を
明
ら
む
る
者
な
り
。

〔和

訳
〕

経
典
に
い
う
、
浬
葉
は
衆
生
で
は
な
い
が
、
衆
生
と
異
な
る
の
で
も
な
い
、
と
。
維
摩
詰
が
い
う
、
も
し
弥
勒
が
滅
度
を
得
る
な
ら
ば
、
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一
切
衆
生
も
ま
た
滅
度
す
る
は
ず
で
あ
る
。
ゆ
え
ん
は
何
か
。

一
切
衆
生
は
本
性
的
に
常
に
滅
度
し
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
滅
度
す
る
こ

と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
。
こ
れ
は
滅
度
が
滅
度
す
る
こ
と
の
な
い
と
こ
ろ
に
お
い
て
在
る
こ
と
を
、
明
ら
か
に
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

二
然
則
衆
生
非
衆
生
、
誰
為
得
之
者
。
浬
葉
非
浬
桀
、
誰
為
可
得
者
。
放
光
云
、
菩
提
従
有
得
耶
。
答
日
、
不
也
。
従
無
得
也
。
答
日
、

不
也
。
従
有
無
得
耶
。
答
日
、
不
也
。
離
有
無
得
耶
。
答
日
、
不
也
。
然
則
都
無
得
耶
。
答
日
、
不
也
。
是
義
云
何
。
答
日
、
無
所
得
故

為
得
也
。
是
故
得
無
所
得
也
。
無
所
得
謂
之
得
者
、
誰
独
不
然
耶
。

〔訓

読
〕

は

然
ら
ば
即
ち
衆
生
は
衆
生
に
非
ず
、
誰
か
為
た
之
を
得
る
者
な
る
ぞ
。
浬
葉
は
浬
桀
に
非
ず
、
誰
か
為
た
得
ら
る
可
き
者
な
る
ぞ
。
放

い
な

光

に

云

わ

く

、
菩

提

は
有

よ
り

し

て
得

る

や
。

答

え

て

曰
わ

く

、

不

な

り

。
無

よ
り

し
得

る

や
。

答

え

て

曰
わ

く

、

不

な

り

。
有

無

よ
り

し

て
得

る

や

。
答

え

て

曰

わ
く

、

不

な

り

。

有

無

を

離

れ

て
得

る

や

。
答

え

て

曰

わ
く

、

不

な

り

。

然

ら

ば

即

ち
都

べ

て
得

る

こ

と
無

き

や

。

答
え

て
曰

わ

く

、
不

な

り

。

是

の
義

は

云

何

ん

。

答

え

て
曰

わ

く

、
得

る
所

無

き

が
故

に
得

と

為

す

な

り

、

と

。
是

の
故

に
得

る

こ

と

は

得

る

所
無

き

な

り

。
得

る
所

無

き

を

ば

之

を

得

と

謂

わ

ば

、
誰

か
独

り
然

ら
ざ

ら

ん
。

〔和

訳

〕

そ

う

す

る

と

、
衆

生

が
衆

生

で
な

い
な

ら

ば

、

い

っ
た

い
誰

が

そ

れ

を
得

る

の

か

。
浬

桀

が
浬

葉

で
な

い
な

ら

ば

、

い

っ
た

い
何

が
得

ら

れ

る

の
か

。

放

光

般
若

経

に

い
う

、
菩

提

は
有

か

ら

得

る

の
か

。

答

え

て

い
う

、

そ
う

で

は

な

い
。

無

か
ら

得

る

の
か

。

答

え

て

い
う

、

そ
う

で

は

な

い
。
有

無

か

ら
得

る

の

か
。

答

え

て

い
う

、

そ

う

で
は

な

い
。
有

無

と

は
無

関

係

に
得

る

の
か

。

答

え

て

い
う

、

そ
う

で

は

な

い
。

で

は

ま

っ
た

く
得

る

こ
と

は
な

い
の
か

。

答

え

て

い
う

、

そ
う

で

は

な

い
。

そ

の
意

味

は
ど

う

い
う

こ
と

か

。
答

え

て

い
う

、
得

る
も

の

が

な

い
か

ら
得

る
と

い
う

の
だ

、

と

。



し

た

が

っ
て
得

る

と

は

得

る

も

の
が

な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

得

る
も

の
が

な

い
と

い
う

こ
と

を

得

る

と

い
う

の

で
あ

る

か

ら

、

っ
た

い
誰

か

得

て

い
な

い
も

の
が

あ

ろ
う

か

。

い
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ホ
然
則
玄
道
在
於
絶
域
、
故
不
得
以
得
之
。
妙
智
存
乎
物
外
、
故
不
知
以
知
之
。
大
象
隠
於
無
形
、
故
不
見
以
見
之
。
大
音
匿
於
希
声
、

故
不
聞
以
聞
之
。
故
能
嚢
括
終
古
、
導
達
翠
方
。
亭
毒
蒼
生
、
疏
而
不
漏
。
注
哉
洋
哉
、
何
莫
由
之
哉
。

〔訓

読
〕

然

ら
ば
則
ち
玄
道
は
絶
域
に
在
り
、
故
に
不
得
に
し
て
以

て
之
を
得
、
妙
智
は
物
外
に
存
す
、
故
に
不
知
に
し
て
以

て
之
を
知
る
。
大

象
は
無
形
に
隠
る
、
故
に
不
見
に
し
て
以
て
之
を
見
、
大
音
は
希
声
に
匿
る
、
故
に
不
聞
に
し
て
以
て
之
を
聞
く
。
故
に
能
く
終
古
を
嚢

括
し
、
華
方
を
導
達
す
。
蒼
生
を
亭
毒
し
、
疏
に
し
て
而
も
漏
ら
さ
ず
。
注
た
る
か
な
洋
た
る
か
な
、
何
か
之
に
由
る
こ
と
莫
か
ら
ん
や
。

〔和

訳
〕

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
玄
道
は
視
聴
を
超
絶
し
た
領
域
に
存
在
す
る
、
故
に
不
得
に
よ

っ
て
そ
れ
を
得
、
妙
智
は
万
物
の
外
に
存
在
す

る
、
故

に
不
知
に
よ

っ
て
そ
れ
を
知
る
。
大
象
は
形
の
な
い
も
の
に
か
く
れ
て
い
る
、
故
に
不
見
に
よ

っ
て
そ
れ
を
見
、
大
音
は
声
の
な

い
も

の
に
ひ
そ
ん
で
い
る
、
故
に
不
聞
に
よ
っ
て
そ
れ
を
聞
く
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
久
遠

の
時
間
を

つ
つ
み
こ
み
、
あ
ら
ゆ
る
方
面

に
ゆ
き
わ
た
り
、
衆
生
を
化
育
し
て
、
網
の
目
は
あ
ら
い
よ
う
で
も
も
ら
す
こ
と
は
な
い
。
深
く
広
く
き
わ
ま
り
な
い
、
こ
れ
に
由
来
し

な
い
な
に
も

の
が
あ
ろ
う
か
。

へ
故
梵
志
日
、

名
之
致
顕
　
。

〔訓

読
〕

吾
聞
仏
道
、
厭
義
弘
深
。
江
洋
無
涯
、
靡
不
成
就
、
靡
不
度
生
。
然
則
三
乗
之
路
開
、
眞
偽
之
途
辮
、
賢
聖
之
道
存
、
無



36浬葉の考察(2)

か
ぎ

な

故

に
梵
志
曰
わ
く
、
吾
は
仏
道
を
聞
く
に
、
厭
の
義
は
弘
く
深
く
、
江
洋
と
し
て
涯
り
無
く
、
成
就
せ
ざ
る
は
靡
く
、
度
生
せ
ざ
る
は

靡
し
、
と
。
然
ら
ば
則
ち
三
乗
の
路
は
開
け
、
眞
偽
の
途
は
辮
じ
、
賢
聖
の
道
は
存
し
、
無
名
の
致
は
顕
わ
れ
た
り
。

〔和

訳
〕

だ
か
ら
梵
志
は
い
う
、
私
は
仏
道
に
つ
い
て
聞
い
た
が
、
そ
の
は
た
ら
き
は
弘
く
深
く
、
江
洋
と
し
て
限
り
が
な
い
。
成
就
し
な
い
も

の
と

て
な
く
、
済
度
し
な
い
も
の
は
な
い
、
と
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
三
乗

の
行
く
路
は
開
か
れ
、
眞
偽
の
道
筋
は
弁
ぜ
ら
れ
、
賢
聖
の

進
む
道
は
保
存
さ
れ
、
浬
葉
が
無
名
で
あ
る
道
理
は
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。

以
上
で
肇
論
全
篇
の
訳
注
を
了
為
。
各
篇
の
掲
載
誌
は
左
の
通
り
。

○
宗
本
義

・物
不
遷
論
第

一
(「肇
論
と
中
国
仏
教
O
」
花
園
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
38
号
)

○
不
眞
空
論
第
二

(「空
思
想
の
中
国
的
変
容
-

肇
論
と
中
国
仏
教
ロ
ー

」
禅
学
砺
究
85
号
)

○
般
若
無
知
論
第
三

(「肇
論
と
中
国
仏
教
日
」
花
園
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
39
号
)

○
劉
遣
民
書
問
附

・
答
劉
遺

民
書

(
「無
知

の
知
論
孜
ー

肇
論
と
中
国
仏
教
日
附
ー

」

禅
文
化
研
究
所
紀
要

29
号
)

○
浬
葉
無
名
論
第

四

(
「浬
葉

の
考
察

(
1
)

(
2
)
1

肇
論
と
中
国
仏
教
四
ー

」
禅
学

研
究

86
87
号
」
)


